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11
月
3
日
か
ら
歴
史
民
俗
資

料
館
で
、
宮
城
病
院
北
側
の
集

団
移
転（
現
在
の
桜
塚
住
宅
周

辺
）の
整
備
に
伴
う
合
戦
原
遺

跡
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た

「
線
刻
壁
画
」を
公
開
し
て
い
ま

す
。

　
「
線
刻
壁
画
」と
は
、
古
代
の

お
墓
な
ど
の
壁
に
線
を
刻
ん
で

描
い
た
絵
の
こ
と
で
、
今
回
公

開
が
開
始
さ
れ
た
壁
画
は
、
平

成
27
年
5
月
に
合
戦
原
遺
跡
を

発
掘
調
査
し
た
際
、横
穴
墓（
詳

細
は
3
ペ
ー
ジ
に
記
載
）に
描

か
れ
て
い
た「
実
物
」を
現
地

か
ら
移
設
し
た
も
の
で
す
。

合
戦
原
遺
跡
の
貴
重
な

副
葬
品
も
同
時
公
開

　
線
刻
壁
画
が
発
見
さ
れ
た
合

戦
原
遺
跡
の
横
穴
墓
で
は
、
多

数
の
副
葬
品（
お
供
え
も
の
）

が
出
土
し
、
中
に
は
県
内
初
の

出
土
と
な
る
貴
重
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
は
、
出
土
品
の

整
理
や
保
存
処
理
が
完
了
し
た

も
の
の
一
部
を
期
間
限
定
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

展
示
室
を
30
年
ぶ
り
に

大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

壁
画
の
公
開
に
合
わ
せ
、
資

料
館
の
展
示
室
も
平
成
元
年
の

開
館
以
来
と
な
る
大
幅
な
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
新
た
に
公
開
す
る
展
示

品
に
は
、
常
磐
自
動
車
道
の
建

設
や
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
移
設
の
工

事
、
震
災
復
興
事
業
に
伴
い
発

見
さ
れ
た
縄
文
時
代
か
ら
江
戸

時
代
の
遺
跡
出
土
遺
物
の
ほ

か
、
町
内
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
古

文
書
・
民
具
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
町
の
歴
史
を
縄
文
時
代
か
ら

現
代
ま
で
順
を
追
っ
て
理
解
で

き
る
展
示
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

資
料
館
ご
利
用
の
案
内

開
館
時
間
　
9
時
～
16
時
30
分

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

観
覧
料

　
一
般（
大
人
）�

3
0
0
円

　
高
校
生�

2
0
0
円

　
小
・
中
学
生�

1
5
0
円

※�

小
・
中
学
生
は
ど
こ
で
も
パ

ス
ポ
ー
ト
を
提
示
で
無
料

日
本
初
！ 

移
設
に
成
功

1
4
0
0
年
前
の「
線
刻
壁
画
」が
帰
還 

公
開
開
始

�

■問
歴
史
民
俗
資
料
館　
☎
37
―
0
0
4
0

▲壁画の公開が開始された歴史民俗資料館

▲現地から移設された「合戦原遺跡の線刻壁画」（資料館での展示・公開）

▲貴重な副葬品　（左）馬具・鐙
あぶみ

　※出土例は国内数例のみ
　（右）金張りされた馬具・杏

ぎょう

葉
よう

　※県内初の出土
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★日本初の試み！
　「線刻壁画」の移設作業
　発見された「線刻壁画」の壁面は、砂地で非常に脆く、移設する際に崩れてしまう危険性が非常に高いも
のでした。
　そこで、有名な奈良県の「高松塚古墳」や「キトラ古墳」の壁画保存に携わった文化庁や奈良文化財研究
所の専門家、県教育委員会、東北歴史博物館などの指導・協力を得て、数十回にわたる検討・移設実験を繰
り返しました。その手法は、平成28年5月に壁画を13個に分けて現地から取り出し、その後、京都府で
再び1枚の壁画に修復するというもので、約2年をかけて修復し、先月上旬に本町に帰還しました。
　こうした悪条件下での線刻壁画の移設は「日本初」の事例となりました。

歴史民俗資料館の
イメージキャラクターが決定！

　「線刻壁画」に描かれている人物をモチーフにした
歴史民俗資料館のイメージキャラクター「せんこく
ん」です。これから町の歴史をPRしていきますので、
皆さん、どうぞよろしくお願いします。

【プロフィール】
○出身地　山元町合戦原
○性　別　男の子
○趣　味　�歴史探訪・絵画・

乗馬
○特　技　昔ばなし
○苦手なもの　暗い場所
　（�理由　光が当たらないと
見えないから）

○役　職　山元町歴史PR係
※�歴史民俗資料館で「せんこ
くん」グッズも販売します。

★多数の横
よ こ

穴
あ な

墓
ぼ

を発見
　合戦原遺跡の発掘調査は、平成26
年8月から平成28年5月に実施しま
した。その結果、飛鳥時代から奈良時
代前半ごろ（約1300 ～ 1400年前）
の横穴墓（※）を発見しました。
　横穴墓は、緩やかな丘陵斜面で54
基が見つかり、貴重な副葬品（お供え
物）が多数出土しました。また、東北
地方でも非常に珍しい「多様な図柄を
持つ線刻壁画」が描かれたお墓も発見
され、日本全国の注目を集めました。

合戦原遺跡の「線刻壁画」をどうやって移設した？

▲合戦原遺跡で発見された「横穴墓」

▲移設される前の「合戦原遺跡の線刻壁画」
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東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害

経
験
を
も
と
に
、
今
後
も
起
こ

り
得
る
大
規
模
地
震
や
津
波
、

ま
た
、近
年
突
発
的
に
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
台
風
お

よ
び
集
中
豪
雨
に
伴
う
土
砂
災

害
な
ど
の
各
種
災
害
に
備
え
る

た
め
、
防
災
体
制
の
確
立
と
町

民
の
防
災
・
減
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

10
月
28
日
、
全
町
民
を
対
象
に

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
津
波
避
難
文
化
の

確
立
を
目
指
し
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
徒
歩
な
ど
に
よ
る
避

難
が
難
し
い
町
の
地
理
的
状
況

を
踏
ま
え
た〝
車
に
よ
る
津
波

避
難
訓
練
〟を
継
続
し
て
実
施

し
た
ほ
か
、
地
域
ご
と
の
防
災

意
識
の
高
揚
と
連
携
強
化
を
図

る
観
点
か
ら
、
各
行
政
区
の
自

主
防
災
組
織
に
お
い
て
防
災
研

修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
実
況

　

10
月
28
日
9
時
ご
ろ
、
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
激
し
い
地

震
が
発
生
し
、
町
内
で
は
、
東

日
本
大
震
災
と
同
ク
ラ
ス
の
震

度
6
強
を
観
測
。
こ
れ
に
伴
い

宮
城
県
沿
岸
に
大
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
、
45
分
後
に
大
津
波

が
到
達
す
る
と
の
想
定
で
、
訓

練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
地
震
発
生
後
直
ち

に
職
員
を
招
集
し
、
役
場
仮
庁

舎
内
に
町
長
を
本
部
長
と
す
る

災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
大
津

波
警
報
の
発
表
に
伴
い
、
9
時

5
分
、
浜
通
り
地
区
に
避
難
指

示
を
発
令
し
、
防
災
行
政
無
線

や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
活
用
し

た
多
重
的
な
避
難
広
報
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
避
難
広
報
を
合

図
に
、
前
年
度
を
74
人
上
回
る

町
民
2
9
1
4
人
が
27
カ
所

の
避
難
場
所
を
目
指
し
て
避
難

し
、
受
付
訓
練
や
安
否
確
認
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
受
付

訓
練
で
は
、
小
・
中
学
生
も
参

加
協
力
す
る
な
ど
、
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
た
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
主
防
災
会
に
よ

り
避
難
経
路
の
検
討
が
重
ね
ら

れ
た
こ
と
や
消
防
団
お
よ
び
交

通
指
導
隊
に
よ
る
避
難
誘
導
訓

練
に
よ
り
、
避
難
車
両
の
分
散

化
が
図
ら
れ
、
各
ル
ー
ト
と
も

大
き
な
渋
滞
の
発
生
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
各
避
難
場
所
で
は
避
難
訓
練

終
了
後
、
各
自
主
防
災
会
主
導

に
よ
る「
防
災
研
修
会
」が
開

催
さ
れ
、
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
緊
張
感
を
持
ち
、
小
・
中

学
生
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な

り
、
世
代
間
交
流
を
図
り
な
が

ら
研
修
会
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

平
成
30
年
度
山
元
町
総
合
防
災
訓
練

■問
総
務
課 

危
機
管
理
班

☎
37
―
1
1
1
1

津
波
避
難
文
化
の
確
立
を
目
指
し
て

▲エリアメールによる避難広報 ▲役場に設置された災害対策本部
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①�町内の全小・中学生が参加し、行
政区において地域住民と一体にな
った避難訓練や防災研修会を実施

②�浜通りの行政区における「車によ
る津波避難訓練」を継続実施

③�消防団および交通指導隊による
「避難車両誘導の実践訓練」を実施

④�速やかに初動体制を確立し、災害
対策活動を展開するため、職員に
よる「災害発生の初動期における
職員の行動訓練」を実施

◆今回の訓練の特徴（ポイント） 　
山
下
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た

防
災
研
修
会
で
は「
㈱
ト
ー
モ

ク
仙
台
工
場（
岩
沼
市
）」か
ら

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
準
備
し
て

い
た
だ
き
、
研
修
会
の
参
加
者

に
対
し
、
中
学
生
の
協
力
の
も

と
展
示・説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の「
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
」

は
、
近
年
、
避
難
所
の
環
境
改

善
や
避
難
者
の
負
担
軽
減
、
ま

た
、
軽
量
で
組
み
立
て
が
簡
単

な
こ
と
な
ど
か
ら
、
各
地
の
避

難
所
に
お
い
て
活
用
さ
れ
、
そ

の
有
効
性
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
災
害
時
に
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
を
始
め
と
す
る
段

ボ
ー
ル
製
品
の
供
給
が
速
や
か

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
同
社
と
の

協
定
の
締
結
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。
　この訓練は、Ｊアラート（※）を用いた訓練で、本町以外の地域でもさまざまな手
段を用いて情報伝達訓練が行われます。

◆実施日時　11月21日（水）　11：00
◆訓練で行う放送内容

情報伝達手段 放　送　内　容

防災行政無線

町内に設置してある防災行政無線（屋外拡声子局および戸別受信機）か
ら、一斉に次のように放送されます。

上りチャイム音♪
○「これは、Ｊアラートのテストです」（3回くり返し）
○「こちらは、防災山元広報です」
下りチャイム音♪

キラリ☆やまもと
メール配信サービス

登録している方に対し、次のように配信されます。

「発表日時　2018年11月21日　11時00分00秒
即時音声合成メッセージが発令されました。
これは、Ｊアラートのテストです」

※ �J アラートとは、地震や津波、武力攻撃などの緊急情報を国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えす
るシステムです。

問�総務課�危機管理班　☎37-1111

J アラート（全国瞬時警報システム）
情報伝達訓練の実施

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
展
示

▲段ボールベッドの説明を受ける参加者
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教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
11

月
に
山
元
町
小
・
中
学
校
再
編

検
討
委
員
会（
以
下
、
検
討
委

員
会
）を
設
置
し「
児
童
生
徒

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
学
び（
学

校
生
活
）が
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
」こ
と
を
第
一
に
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
協
議
し
た

「
学
校
再
編
に
係
る
方
向
性
」を

住
民
説
明
会
な
ど
で
示
し
な
が

ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

学
校
再
編
に
係
る
方
向
性

・
小
学
校　
将
来
的
に
1
学
校
区

・
中
学
校　
早
期
に
1
学
校
区

○
住
民
説
明
会

　

�

坂
元
、
山
下
、
山
下
第
一
、

山
下
第
二
小
学
校
区
な
ど
を

対
象
と
し
、
意
見
交
換
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

実
施
期
間
　
8
月
3
日
～
5
日

主
な
意
見

・�

地
域
か
ら
学
校
を
な
く
さ
な

い
で
ほ
し
い

・�

児
童
数
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
努
力
を
す
べ
き

・�

各
学
校
の
同
窓
会
へ
の
配
慮

を
し
て
ほ
し
い

・�

検
討
内
容
の
情
報
提
供
を
し

て
ほ
し
い

・�

小
学
校
の
再
編
も
な
る
べ
く

早
期
に
し
て
ほ
し
い

・�

小
学
校
1
校
で
は
通
学
の
面

で
共
働
き
世
帯
に
は
大
変
に

な
る
の
で
は
な
い
か

・�
人
口
増
の
施
策
の
充
実
を
図

っ
て
ほ
し
い

・�
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
通
学

手
段
に
は
十
分
な
検
討
が
必

要
で
あ
る　
な
ど

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

広
く
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

実
施
期
間
　
8
月
1
日
～
20
日

主
な
意
見（
1
件
）

・�

小
・
中
学
校
の
人
数
が
少
な

く
、
男
女
の
つ
り
合
い
が
悪

い
・�

坂
元
中
学
校
で
は
人
数
が
少

な
く
、
部
活
動
が
で
き
な
い

と
不
満
の
声
が
あ
る

・�

小
・
中
学
校
再
建
を
い
ち
早

く
進
め
て
ほ
し
い

　
住
民
説
明
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
う
ち
主
な
も
の

は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

検
討
委
員
会
か
ら
は
、
住
民

意
向
調
査
、
住
民
説
明
会
な
ど

で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
の
検
討
内
容
と
小
・
中
学
校

再
編
の
方
向
性（
小
学
校
は

「
将
来
的
に
1
学
校
区
」中
学

校
は「
早
期
に
1
学
校
区
」）を

ま
と
め
た「
山
元
町
小
・
中
学

校
再
編
検
討
報
告
書
」が
教
育

委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
再
編
に
係
る
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

　
検
討
委
員
会
か
ら
教
育
委
員

会
に
提
出
さ
れ
た「
報
告
書
」に

基
づ
き
、
教
育
委
員
会
と
し
て

ま
と
め
た
方
針
案
に
関
す
る
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
改
め
て

意
見
を
伺
う
予
定
で
す
。

　
日
程
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

住
民
説
明
会

日
時
・
場
所
　
12
月
2
日
㈰

・
10
時
～
11
時
30
分

　

�

防
災
拠
点
・
坂
元
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と
お
も

だ
か
館
」2
階
防
災
研
修
室

・
13
時
30
分
～
15
時

　

�

防
災
拠
点
・
山
下
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
つ
ば
め
の
杜
ひ

だ
ま
り
ホ
ー
ル
」3
階
会
議

室
5

問
学
務
課 

総
務
班

☎
37
―
5
1
1
5

山
元
町
小
・
中
学
校
再
編
検
討
に
か
か
る

�

検
討
結
果
な
ど
の
お
知
ら
せ

山下第二小学校区
（参加者 19 人）

山下第一小学校区
（参加者 25 人）

山下小学校区
（参加者 26 人）

坂元小学校区
（参加者 38 人）

小
学
校
再
編
の

　
　方
向
性
に
つ
い
て

中
学
校
再
編
の

　
　方
向
性
に
つ
い
て

21.0%
4人

5.3%
1人 73.7%

14人

20.0%
5人

8.0%
2人 72.0%

18人

19.3%
5人

7.6%
2人 73.1%

19人

23.1%
6人

3.8%
1人

73.1%
19人

28.9%
11人

7.9%
3人

63.2%
24人

36.8%
14人

31.6%
12人

 31.6%
12人

36.0%
9人

8.0%
2人

56.0%
14人

26.3%
5人

15.8%
3人

57.9%
11人

■ 賛成 ■ 反対 ■ 未記入など

■ 賛成 ■ 反対 ■ 未記入など
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多
様
な
か
た
ち
で
本
町
に
関

わ
り
続
け
る
方（
関
係
人
口
）

を
さ
ら
に
増
や
す
本
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

本
町
で
イ
ベ
ン
ト
が

�

開
催
さ
れ
ま
し
た

○�

山
元
町
に
触
れ
考
え
る
2
Ｄ

Ａ
Ｙ〝
混
沌
と
革
新
の
甘
酸

っ
ぱ
い
ツ
ア
ー
〟

　

9
月
29
日
、
30
日
、
農
業
生

産
法
人
㈱
Ｇ
Ｒ
Ａ（
以
下
、
㈱

Ｇ
Ｒ
Ａ
）の
岩
佐
大
輝
代
表
取

締
役
と
そ
の
応
援
団
が
主
催
す

る「
山
元
町
に
触
れ
考
え
る
2

Ｄ
Ａ
Ｙ〝
混
沌
と
革
新
の
甘
酸

っ
ぱ
い
ツ
ア
ー
〟」が
開
催
さ

れ
、
移
住
に
関
す
る
意
見
を
伺

う
た
め
、
一
般
社
団
法
人
ふ
ら

っ
と
ー
ほ
く
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は「
地
方
を

見
て
、
知
っ
て
、
感
じ
て
、
対

話
を
通
し
て
未
来
を
考
え
る
2

日
間
」と
題
し
、
首
都
圏
や
仙

台
方
面
か
ら
約
80
人
の
方
が
本

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
沿
岸
部
や
い
ち
ご

を
生
産
す
る
㈱
Ｇ
Ｒ
Ａ
の
視

察
、
町
民
と
の
意
見
交
換
な
ど

を
行
い
、
夜
に
は
地
元
食
材
を

使
っ
た
芋
煮
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
防
災
拠
点
・
山

下
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば

め
の
杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」で

「
あ
な
た
が
山
元
町
に
移
住
し

た
ら
ど
う
い
う
街
に
し
ま
す

か
？
」を
テ
ー
マ
に
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
齋
藤
町

長
も
参
加
し
、
参
加
者
と
の
活

発
な
議
論
で
会
場
は
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
ふ
ら
っ
と
ー

ほ
く
が
討
論
会
で
提
案
い
た
だ

い
た
意
見
は
、
本
事
業
に
も
反

映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

○�

旅
す
る
ス
ク
ー
ル
2
0
1
8

＠
山
元

　

10
月
13
日
、
14
日
、
今
年
2

回
目
と
な
る「
旅
す
る
ス
ク
ー

ル
2
0
1
8
＠
山
元
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
東
京
都
な
ど
か
ら
参
加
し
た

4
人
の
方
が
、
ぶ
ど
う
の
生
産

と
加
工
を
行
う
田
所
食
品
㈱

（
花
釜
区
）と
地
域
密
着
型
の
企

業
と
し
て
毎
年
冬
に
開
催
さ
れ

て
い
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト「
コ
ダ
ナ
リ
エ
」に
取

り
組
む
岩
見
組（
小
平
区
）を

訪
れ
、取
材
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
都
か
ら
参
加
し
た
森
愛

美
さ
ん
は
、
9
月
に
開
催
し
た

同
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
か
ら
の

紹
介
で
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
初

め
て
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
、
写
真
講
座
を
受

講
し
た
後
、
本
町
で
活
躍
す
る

方
や
風
景
を
熱
心
に
撮
影
す
る

中
で「
今
回
の
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
、
山
元
町
の
人
と
の
出
会

い
や
普
通
の
旅
行
で
は
分
か
ら

な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
り
、

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

�

受
け
入
れ
事
業

　
来
春
に
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
け
入
れ
事
業
を
行
う

た
め
、
町
内
で
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
の
確
保
を
進

め
て
お
り
、
現
在
、
い
ち
じ
く

生
産
を
行
っ
て
い
る
や
ま
う
ち

農
園（
中
山
区
）や
田
所
食
品

㈱
な
ど
と
学
生
の
受
け
入
れ
に

向
け
た
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
を
実
施
し
て

い
る
一
般
社
団
法
人
ふ
ら
っ

と
ー
ほ
く（
真
庭
区
）で
も
受

け
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
を
通
し
て
、
本
町
の

産
業
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も

に
、
有
能
な
人
材
確
保
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

視
察
の
対
応

　

9
月
27
日
、
日
本
金
融
政
策

公
庫
の
南
東
北
地
区
統
括
ほ

か
、
3
人
が
視
察
の
た
め
本
町

を
訪
れ
、
本
事
業
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
、
9
月
28
日
に
も
内
閣
府

か
ら
1
人
の
視
察
が
あ
り
、
本

事
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
各
地
の
移
住
・
定

住
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
の
情

報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
町
民
生
活
課 

生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2

人
が
人
を
呼
び
、
人
を
育
て
る
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲�「山元町の可能性」を皆さんで討論
しました

▲�田所食品（株）の田所大樹社長への取材

▲�今年の8月に行ったインターンシップ

▲�さまざまな年代の方々に参加いただ
きました
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10
月
17
日
、
齋
藤
町
長
か
ら

山
元
町
総
合
計
画
審
議
会
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
し
、そ
の
後
、

第
1
回
目
と
な
る
総
合
計
画
審

議
会
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
現
在
策
定

を
進
め
て
い
る
次
期
山
元
町
総

合
計
画（
※
）に
つ
い
て
、町
長

の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
を
行

い
、
町
長
に
対
し
て
答
申
す
る

諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

会
議
で
は
、
委
員
の
互
選
に

よ
り
、会
長
に
清
野
忠
彦
委
員
、

副
会
長
に
松
村
吉
一
委
員
が
決

定
し
ま
し
た
。
会
長
に
就
任
し

た
清
野
忠
彦
さ
ん
は「
緊
張
と

重
責
を
感
じ
て
お
り
、
町
で
は

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
町

の
発
展
の
た
め
に
審
議
を
尽
く

す
こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た

務
め
だ
と
思
い
ま
す
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
か
ら
町
の
課
題
や
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
意
見
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
会
は
、
来
年
の

上
半
期
ま
で
に
答
申
を
取
り
ま

と
め
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

※
山
元
町
総
合
計
画
と
は
…

　
町
の
行
政
運
営
を
進
め
る
上

で
の
最
も
基
本
と
な
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
計
画
で

す
。

　

現
在
の
計
画（
山
元
町
震
災

復
興
計
画
兼
第
5
次
山
元
町
総

合
計
画
）の
計
画
期
間
が
、
平

成
30
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
次
期
計
画
は
、
平

成
31
年
度
か
ら
平
成
40
年
度
ま

で
の
10
年
計
画
と
し
て
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

山
元
町
総
合
計
画
審
議
会
委
員

�

（
敬
称
略
）

会
長
　

　
清せ

い

野の　
忠た

だ

彦ひ
こ（

八
手
庭
区
）

副
会
長
　

　
松ま

つ

村む
ら　

吉よ
し

一か
ず（

町
区
）

委
員
　

　
阿あ

部べ　
結ゆ

い

悟ご

（
真
庭
区
）

　
伊い

藤と
う　
順じ

ゅ
ん

子こ

（
山
下
区
）

　
伊い

藤と
う　

洋よ
う

子こ

（
山
寺
区
）

　
岩い

わ

見み　
圭け

い

記き

（
小
平
区
）

　
荻お

ぎ

原は
ら　

美み

智ち

絵え

（
中
山
区
）

　
萱か

や

場ば　
裕ひ

ろ

子こ

（
高
瀬
区
）

　
川か

わ

村む
ら　

由ゆ

紀き

子こ

（
山
下
区
）

　
清き

よ

橋は
し　

宏あ
つ

子こ

（
小
平
区
）

　
栗く

り

和わ

田だ　
秀ひ

で

子こ

（
大
平
区
）

　
佐さ

藤と
う　

惠け
い

悦え
つ（

八
手
庭
区
）

　
佐さ

藤と
う　
拓た

く

実み（
つ
ば
め
の
杜
東
区
）

　
嶋し

ま

田だ　
博ひ

ろ

美み

（
浅
生
原
区
）

　
鈴す

ず

木き　
隆た

か
し（

山
下
区
）

　
伊だ

達て　
睦む

つ

雄お

（
下
郷
区
）

　
田た

所ど
こ
ろ　
洋よ

う

子こ

（
牛
橋
区
）

　
寺て

ら

島し
ま　
洋ひ

ろ

孝た
か（
町
区
）

　
早は

や

坂さ
か　
正ま

さ

実み

（
下
郷
区
）

　
山や

ま

崎ざ
き　
壽と

し

捷か
つ（
久
保
間
区
）

問
企
画
財
政
課 

企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8

山
元
町
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会（
明
推
協
）の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

明
推
協
で
は
、
町
内
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
啓
発
物
資
の
配
布
や

町
内
小
・
中
学
校
か
ら
の
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
の
募
集
を
実
施
す

る
な
ど
、
選
挙
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
13
日
に
は
、
坂
元
小
学

校
で
開
催
さ
れ
た
坂
小
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
内
の
教
室
を
借
り
、

模
擬
投
票
ブ
ー
ス
を
設
け
て
子

ど
も
た
ち
に
投
票
体
験
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

模
擬
投
票
ブ
ー
ス
で
は
、
投

票
所
に
用
い
ら
れ
る
記
載
台
や

投
票
箱
を
使
用
し
、
実
際
の
選

挙
で
あ
る
よ
う
な
演
出
を
行

い
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
投

票
を
身
近
な
こ
と
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う「
出
し
て
ほ
し
い

給
食
メ
ニ
ュ
ー
」を
選
挙
候
補

者
に
見
立
て
、
模
擬
投
票
を
行

い
ま
し
た
。

　

明
推
協
で
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
町
民
文
化
祭
、
ふ
れ
あ
い
産

業
祭
、
成
人
式
な
ど
で
啓
発
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
37
―
1
1
1
1

区
長
会
議
を
開
催

　

10
月
5
日
、役
場
仮
庁
舎
内

で
区
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
齋
藤
町
長
か
ら

町
政
報
告
を
し
た
後
、
町
執
行

部
か
ら
町
の
政
策
な
ど
の
説
明

が
あ
り
、
各
行
政
区
と
の
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
会
議
で
の
意
見
を

踏
ま
え
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
総
務
課 

総
務
班

☎
37
―
1
1
1
1

山
元
町
総
合
計
画
審
議
会
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
、

�

第
1
回
審
議
会
を
開
催

▲�代表して委嘱を受ける阿部結
悟さん

▲活発に意見が交わされた会議

▲模擬投票をする子どもたち

▲各行政区長との会議

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

やまもとP08-09news_三[8-9].indd   8 2018/10/31   13:27:32

2018 No.468
広報やまもと11月号9

地
域
で
守
ろ
う

宮
城
病
院「
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　

10
月
7
日
、
今
年
で
4
回
目

と
な
る
宮
城
病
院
周
辺
の
環
境

整
備
を
目
的
と
し
た「
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

町
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
地

域
住
民
や
復
興
事
業
に
携
わ
る

工
事
事
業
者
、
町
内
の
業
者
な

ど
約
1
3
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
台
風
一
過
で

気
温
も
高
く
、
風
の
強
い
日
と

な
り
ま
し
た
が
、
1
時
間
半
に

わ
た
り
、
宮
城
病
院
敷
地
内
の

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に

開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

問
保
健
福
祉
課 

健
康
推
進
班

☎
37
―
1
1
1
3

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
か
ら

寄
付
金
贈
呈

　

10
月
18
日
、
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
か
ら

垣
内
康
志
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
仙

台
支
社
長
が
来
庁
し「
復
興
支

援
」を
目
的
と
し
た
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

齋
藤
町
長
は
目
録
を
手
に

「
震
災
後
か
ら
継
続
的
に
手
厚

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
寄
付
金
は
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る〝
関

係
人
口
〟を
創
出
し
、
町
の
に

ぎ
わ
い
と
活
力
を
創
造
す
る
取

り
組
み
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」と
謝
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

同
社
は
、「
環
境
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
」「
経
済
活
性

化
」を
テ
ー
マ
に
、
東
日
本
大

震
災
以
降
、
被
災
地
に
対
す
る

継
続
的
な
支
援
活
動
を
続
け
て

お
り
、
本
町
に
対
し
て
は
7
度

目
の
支
援
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
地
方
創
生

応
援
税
制（
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
）を
活
用
し
た
地
域
再
生

計
画「
人
が
人
を
呼
び
、
人
を

育
て
る
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
活
用
し
、

本
町
の
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

大
と
移
住
・
定
住
人
口
を
増
加

さ
せ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
企
画
財
政
課 

企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8

消
防
広
域
化
許
可
証
交
付
式

　

10
月
18
日
、
宮
城
県
庁
で
消

防
広
域
化
許
可
証
交
付
式
が
行

わ
れ
、
消
防
広
域
化
を
目
指
す

亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合
に
対

し
、
岩
沼
市
消
防
本
部
を
統
合

し
た
本
部
設
置
に
係
る
許
可
証

が
村
井
知
事
か
ら
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

来
年
4
月
か
ら「
あ
ぶ
く
ま

消
防
本
部
」と
し
て
正
式
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
本
紙
10
月
号
3

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課 

危
機
管
理
班

☎
37
―
1
1
1
1

入
札
参
加
資
格
審
査

�

申
請
の
受
け
付
け

　

平
成
31
・
32
年
度
に
町
が
実

施
す
る
競
争
入
札
に
、
参
加
を

希
望
す
る
方
の
資
格
審
査
申
請

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
11
月
26
日
㈪
～
12
月
10
日
㈪

申
し
込
み

　

�

左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

町
内
に
本
店
ま
た
は
営
業
所

を
有
す
る
業
者
は
持
参
可

〒
9
8
9
―
2
2
9
2

　
山
元
町
浅
生
原
字
作
田
山
32

　

12
月
10
日
㈪
必
着（
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
ま
た
は
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

ラ
イ
ト
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
）

提
出
書
類
な
ど

　

�

提
出
書
類
や
申
請
の
詳
細
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
問
い
合
わ

せ
先
に
備
え
付
け
の
申
請
要

領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
企
画
財
政
課 

財
政
班

☎
37
―
1
1
1
8

成
年
後
見
制
度
普
及
研
修
会

　

認
知
症
、
疾
病
、
障
害
な
ど

で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
は

契
約
や
財
産
管
理
、
法
的
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
り
、
悪
徳
商
法
な
ど
で
不
利

益
を
被
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な

方
の
権
利
を
護
り
、
保
護
・
支

援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で

す
。
ご
本
人
や
家
族
、
支
援
に

係
わ
る
方
が
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
4
日
㈫

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場
所
　
防
災
拠
点
・
山
下
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば
め
の

杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」

題
目
　「
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
成
年
後
見
制
度

を
知
っ
て
お
こ
う
！
」

講
師
　
仙
台
家
庭
裁
判
所

　
　
　
後
見
セ
ン
タ
ー
書
記
官

対
象
者
　
制
度
に
関
心
が
あ
る

町
民
、
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
支
援
に
関
わ
る
方

定
員
　
80
人

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
11
月
28
日
㈬
ま
で

に
左
記
ま
で
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

▲�目録を手にする垣内支
社長と齋藤町長

▲�村井知事と交付を受けた、菊
地岩沼市長、齋藤町長、山田
亘理町長

▲�皆さん、協力して清掃活動を行いま
した
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HAPPY TOCO CHRISTMAS CONCERT
　ヴァイオリン、ドラム、ピアノの音楽ユニット「HAPPY TOCO」のコンサートを開催します。
　ぜひ、心に響く「HAPPY TOCO」の演奏をお聴きください。
日　時　12月9日（日）　開場13：30  開演14：00  終演15：45
場　所　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
演奏曲　 アメージング・グレース、グリーン・スリーブス、白い恋

人たち　ほか
入場料　大人1,000円、高校生500円、小・中学生無料（当日券あり）
入場券販売　下記問い合わせ先、中央公民館、防災拠点・坂元地域交

流センター「ふるさとおもだか館」で、11月7日から販売しています。

地
域
公
共
交
通
会
議
委
員

を
募
集
し
ま
す

　

町
の
公
共
交
通（
町
民
バ
ス

な
ど
）に
お
け
る
課
題
の
解
決

や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

視
点
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
山
元
町
地
域
公
共
交
通

会
議
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

　

委
員
に
は
、
本
町
に
適
し
た

運
行
形
態
や
運
賃
な
ど
を
協
議

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
に
あ
っ

た
交
通
体
系
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

応
募
資
格

（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
）

① 

町
民
バ
ス
を
現
に
利
用
し
て

い
る
ま
た
は
町
民
バ
ス
の
運

行
に
関
心
の
あ
る
方

② 

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

（
平
成
30
年
10
月
1
日
現
在
）

③ 

平
日
や
日
中
の
会
議
に
参
加

可
能
な
方（
年
に
4
回
程
度
）

④ 

国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員
ま
た
は
職
員
で
な
い
方

募
集
人
数
　

3
人
以
内

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考

委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
10
月
22
日
㈪
～
11
月
16
日
㈮

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間

申
し
込
み
　
下
記
の
問
い
合
わ

せ
先
お
よ
び
坂
元
支
所
窓
口

に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

　

 「
山
元
町
の
公
共
交
通（
バ

ス
、タ
ク
シ
ー
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
）

に
望
む
こ
と
」を
テ
ー
マ
と

し
、
応
募
の
動
機
を
含
め
た

4
0
0
字
程
度
の
小
論
文

（
様
式
は
自
由
）

締
め
切
り
　
11
月
16
日
㈮

※ 

郵
送
の
場
合
は
11
月
16
日
㈮

必
着

問
企
画
財
政
課 

企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8

　「すてきなモノやヒトとの出会い」と
「作り手や地域とのつながり」を目的
に、新鮮な農産物やかわいい雑貨など
が販売される「ひだまりマルシェ」の
第4回目を次のとおり開催します。皆
さんお誘い合わせの上、どうぞお越し
ください。
日時　11月24日（土）
　　　10：00 ～ 15：00
場所　 防災拠点・山下地域交流センター

「つばめの杜ひだまりホール」
　　　屋内イベント広場

■問 防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」　☎37-5592

出店予定
出店団体 出店品

みやまアグリフーズ（株）焼き芋、にんにく　など
ポラリス アート＆カフェ、オリジナルグッズ　など
峠 しそ巻き　など
Well グルテンフリーの米粉麺（めん恋乙女、

大黒麺　など）
カフェ　コナール コーヒー豆など
あいちゃん 藍・草木染めのストール、のれん、T シ

ャツ　など
なないろ　アトリエ タイル雑貨、あみぐるみ、アクセサリー
ひだまり～ず 布雑貨、小物雑貨
SPOOL 布小物（パッチワーク）など
編みなごみ 編み物、小物

防災拠点・山下地域交流センターからのお知らせ

〈町民バス〉 〈デマンド型乗合タクシー〉

◀
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

　
ピ
ア
ノ 

榊
原
光
裕

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

佐
藤
聡
子

　
ド
ラ
ム 

岸
川
雅
裕

TAXI
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　平成23年3月11日以前から対象地区で居住していた方で、同一敷地内に住宅を再建するために宅地防
災工事を行う方を対象とします。

要件（以下①～③のいずれかに該当していること）
　①被災住所が町内の津波防災区域第2種、3種区域に該当している方
　②津波浸水区域に該当している方
　③10,000平方メートル以上の造成団地（※）で二次被害の危険性があると認められる区域の方
※作田山団地、太陽ニュータウン、高瀬ガーデン、梅ヶ丘団地、文化ヶ丘が対象です。
補助金の限度額
　第2種区域 各対象工事の合計額の3分の2（上限200万円）
　第3種区域 各対象工事の合計額の3分の2（上限150万円）
　津波浸水区域 各対象工事の合計額の3分の2（上限100万円）
　造成団地 各対象工事の合計額の3分の2（上限150万円）

※既に交付を受けた方は対象となりません。
　詳細は広報やまもと6月号8ページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

問 施設管理室 行政班　☎37-5111

　町道高瀬笠野線の道路改良工事に伴い、当該道路一部区間の通行止めを行います。
　町民の皆さんをはじめ、通行する方にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

問 工事に関すること　まちづくり整備課 復興整備班 ☎29-8004
　 施　工　業　者　（株）太田工務店 ☎35-2719

町内一時通行止めのお知らせ（町道高瀬笠野線）

東日本大震災に伴う宅地防災工事に対し助成金が交付されます

規 制 内 容
工 事 内 容　道路改良工事
規 制 範 囲
　 町道高瀬笠野線（国道6号高瀬交差点

～ＪＲ常磐線）
工事通行止区間　243㍍
通行止時間　終日
規 制 期 間
　11月下旬～平成31年3月下旬（予定）
迂 回 路
　 大型車については県道～町道鷲足花釜

線を利用ください。

Ｎ

工事通行止区間
243ｍ

大
型
車
迂
回
路

大
型
車
迂
回
路

大型車迂回路

大型車迂回路
工事通行止
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ファミリー・サポート・センター会員登録受け付け　
　町では「子育てするなら山元町」の実現に向け、12月からファミリー・サポー
ト・センター事業を開始します。事業開始に先立ち、ファミリー・サポート・
センター会員の登録を受け付けます。
ファミリー・サポート・センターとは �
　�　ファミリー・サポート・センターは、子育てをお願いしたい人と子育てを手
伝いたい人をつなぎ、地域で助け合いながら子育てをするための組織です。
　�　子育てをお願いしたい人は「おねがい会員（依頼会員）」として、子育てを
手伝いたい人は「まかせて会員（提供会員）」として登録し、会員同士で子育
てを援助します。

活動内容 �
　�　保育所や児童クラブの開所時間外、授業参観や定期健診、保護者の私用時などのお子さんの預かりの
ほか、保育施設や習い事などへの送迎が主な活動になります。お子さんの預かりは、原則として「まか
せて会員」の自宅やこどもセンターなどの公共施設で行います。
　　ただし、宿泊を伴う預かりや病中・病後児の預かりは行いません。
利用料金 �
　○平日7：00～ 19：00　1時間700円　○その他の時間　1時間800円
　※送迎を伴う場合は、１回につき200円の上乗せが必要になります。
会員登録ができるのは �
　○「おねがい会員」　町内に居住する生後６カ月から小学校６年生までの子どもの保護者
　○「まかせて会員」　町内に居住する２０歳以上の方でセンターが実施する研修を修了した方
　○「どっちも会員」　上記の両方の会員を兼ねた方
　※会員登録は無料です。
　※援助活動を受けるには、会員登録と会員間の事前打合わせが必要です。
登録方法 �
　�　入会申込書をファミリー・サポート・センターに提出し、会員登録をします。入会申込書はこどもセ
ンターで配布しているほか、町ホームページでもダウンロードできます。

ファミリー・サポートセンター開設時間 �
　月～金曜日　9：00～ 17：00

問�山元町ファミリー・サポート・センター事務局（こどもセンター内）　☎36-9877

一時預かり・特定保育事業実施中
　町では、子育て支援事業拡充の一環として、一時的にお子さんを預かる「一時預かり・特定保育事業」を
こどもセンターにて実施しています。
　緊急・一時的に家庭での保育が困難になった場合や保護者の育児疲れの解消、そのほか私的理由でも利
用可能です。
※利用料金などの詳細は町ホームページをご覧ください。
対象者　町内在住で保育所などに在籍していない生後6カ月から小学校就学前までの児童
利用方法　事前に登録が必要です。登録完了後、利用申請書を提出していただきます。登録・利用申請は
下記までお問い合わせください。

問�つばめの杜保育所　☎36-7271

子育て支援事業のお知らせ
問�保健福祉課�子育て支援班　☎37-1113

するなら子 育 て 山元町
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　町では、平成31年4月から新規で保育所（園）に入所を希望する児童について、下記のとおり申し込み
受け付けを行っています。

募集年齢・定員
保育所（園）名 公私 所在地 電話番号 年齢（※2） 定員（※3） 備考

つばめの杜保育所 公立 つばめの杜一丁目2 36-7271 0歳～ 5歳 150人

宮城病院つくし保育園
（※1） 私立 高瀬字合戦原100 33-8515 0歳～ 2歳 6人

（地域枠）
事業所内
保育所

※1　平成30年度から、地域枠として6人の町内児童の受け入れを実施しています。
※2　年齢については�、平成31年4月1日時点の年齢です。0歳児の入所は、生後6カ月からです。
※3　 定員は、今年度から継続して入所する児童と新規で入所する児童を合わせた人数です。入所希望の増加や

各年齢での受け入れ人数が異なることにより、入所できない場合があります。

開所時間　月～土曜日（日、祝日、年末年始を除く）　7：15～ 18：00
　　　　　※�平日は19：00まで延長保育を実施しています。入所後、別途手続きが必要となり、延長保

育料が発生します。

利用時間　保育所を利用できる時間は、保護者の就労時間などによって異なります。
　　　　　・保育短時間（主にパートタイムによる就労）　8：30～ 16：30
　　　　　・保育標準時間（主にフルタイムによる就労）　7：15～ 18：00

保 育 料　�保護者などの所得に応じた負担を基本とし、町県民税（町民税所得割）を基に算定します。詳細
は町ホームページをご覧ください。

入所基準　�町内に住所があり、その児童の保護者や親族などが次の認定事由のいずれかに該当し、児童を
保育することができないと認められる場合です。

【認定事由】

①就労　②妊娠・出産（※1）　③保護者の疾病・障がい　④親族の介護・看護　⑤災害復旧　⑥就職活動（※2）
⑦就学　⑧虐待・DV　⑨育児休業取得等（※3）　⑩その他、①～⑨に類する状態として町が認める場合
※1　入所期間は原則産前産後各2カ月以内の必要な期間のみです。
※2　入所期間は2カ月以内です。
※3　�育児休業取得後に職場復帰をする場合に限ります。入所期間は原則生まれた子どもが生後1年を迎える日の属

する月の月末までです。すでに保育所を利用している子どもがいる場合も同様です。

申し込み　�入所申込書に必要事項を記入の上、就労証明書などの必要書類を添えて、下記の問い合わせ先
まで提出してください。

　　　　　�入所申込書などの必要書類は、保健福祉課、坂元支所、つばめの杜保育所、宮城病院つくし保育
園で配布しているほか、町ホームページから取得することができます。

受付期間　11月1日（木）～ 11月30日（金）　8：30～ 17：15（土、日、祝日を除く）

そ の 他　�入所選考実施後、入所の可否について各申込者に通知します。（平成31年1月下旬～ 2月上旬
ごろを予定）

　　　　　年度途中における入所申し込みについては、下記までご相談ください。

問�保健福祉課 子育て支援班　☎37-1113

平成31年度保育所（園）入所申し込みのお知らせ
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1　募集職種・応募資格など

№ 職種 業務内容 募集
人数 任用期間 応募資格等 主な

勤務地 賃金 勤務時間 受付・
問い合わせ課

1 一般事務
補助員

所得申告相
談時の受付
および資料
整理業務

2人
H31.1.15
～

H31.3.31
簡単なパソコン操作が
できる方

税務
納税課 日額6,200円

月～金（週5日）
8:30 ～ 17:15
7時間45分

税務納税課
☎37-1114

2

保育士 保育業務

2人

H30.12.1
～

H31.3.31

保育士、幼稚園教諭、
小学校教諭、養護教諭、
保健師、看護師、准看
護師のいずれかの資格
を有する方

つばめ
の杜
保育所

日額8,000円
（町規定による交
通費の支給有）

月～土のうち
5日間
7時間45分
（早番・遅番有）

保健福祉課
☎37-11133 2人

時給1,040円
（町規定による交
通費の支給有）

月～土のうち
5日間
4時間
（早番・遅番有）

4 保育補助 保育補助
業務 1人 実務経験のある方 日額6,600円

月～土のうち
5日間
7時間45分
（早番・遅番有）

2　勤務条件など
　（1）任 用 期 間	任用期間は上記のとおりです。
　（2）各 種 保 険	勤務条件などにより、社会保険、雇用保険、労災保険などに加入となります。
　（3）賃金支払日	月末締め翌月15日支払い（土・日・祝日の場合はその前日）
3　申込方法・受付期間など
　（1）申 込 方 法	市販の履歴書に顔写真を貼付し、希望する職種ごとに上記「受付・問い合わせ課」宛に提出してください。
	 ※郵送の場合は受験票送付用として、住所・氏名を記入し、切手を貼付した封筒を同封してください。
	 　	なお、申し込む職種については、いずれか1つでお願いします。（複数の職種に申し込むことはでき

ません）
　（2）受 付 期 間	№1	 11月7日（水）～ 11月30日（金）郵送の場合は、11月30日（金）到着分まで有効
	 №2～ 4	 11月7日（水）～ 11月22日（木）郵送の場合は、11月22日（木）到着分まで有効
	 8：30～ 17：00（土・日・祝日を除く）
　（3）郵 送 先	〒989-2292　山元町浅生原字作田山32　山元町役場　「〇〇課（受付・問い合わせ課）」宛
	 ※封筒の表に「臨時職員採用試験申込」と朱書で記載ください。
　（4）選 考 方 法　書類審査および面接により選考します。（詳細は申し込み時）
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特集 平成29年度　決算報告 問 企画財政課　財政班　☎37-1118

　平成29年度一般会計、特別会計、企業会計の決算が9月に開催された山元町議会定例会で認定されました。
　一般会計の歳入決算額は209億6,944万円、歳出決算額は183億9,169万円となり、歳入から歳出を
差し引いた形式収支は25億7,775万円となりました。また、その差額から翌年度に繰越すべき財源13億
373万円を引いた実質収支は12億7,402万円の黒字決算となりました。
　前年度と比較すると、歳入で約103億円（33.1％）、歳出で約88億円（32.3％）の減少となりました。平
成28年度に、町内3カ所の新市街地整備やＪＲ常磐線の復旧をはじめ、多くの復興事業が完了したことが
主な理由となっています。

用 語 解 説
町税／皆さんが町に納めた税金
地方交付税／全国一律の行政サービスが受けられる
ように、国が一定基準により町に交付するお金

地方譲与税および交付金／国・県が徴収した税金の
中から、町に分配されたお金

国県支出金／特定の目的のために、国や県から交付
されたお金

町債／町の借金のことで、大きな事業を行うために
国や金融機関から借り入れたお金

分担金および負担金／特定の利益を受けた方から負
担していただいたお金

使用料および手数料／皆さんが町の施設を使用した
り、住民票などの交付に対して支払ったりしたお
金

財産収入／町の持つ財産を運用したり売ったりして
得たお金

繰入金／各種基金の取り崩しによって繰り入れたお金
諸収入／雑入など、その他さまざまな収入
自主財源／町税、使用料など町が自主的に得られる
財源

依存財源／地方交付税、国県支出金、町債など国や
県の基準によって交付される財源

平成29年度決算状況 をお知らせします

災害復旧費 2億902万円
教育費 9億2,501万円
民生費 18億694万円

その他 17億6,330万円

農林水産業費
25億9,533万円

土木費
52億3,497万円

総務費
58億5,712万円

46.3
％

依
存
財
源

その他 14億3,899万円
県支出金 8億5,235万円

国庫支出金 15億5,293万円

地方交付税
58億7,220万円

53.7
％

自
主
財
源

町税 12億848万円

その他 18億4,321万円

繰越金 27億4,420万円

繰入金
54億5,708万円

構成比
26.0％

5.8％

28.0％

13.1％

7.4％

4.0％

6.9％

構成比
31.9％

28.5％

14.1％

9.8％

9.6％

5.0％

1.1％

8.8％

歳 出（使ったお金）～目的別～
183億9,169万円

歳 入（入ったお金）
209億6,944万円

財産収入 1億1,674万円
分担金および負担金
 3,577万円
使用料および手数料
 1億2,537万円
諸収入 15億3,775万円
寄附金 2,758万円

町債 10億9,795万円
地方譲与税および交付金
 3億4,104万円

議会費 9,672万円
衛生費 7億306万円
労働費 1,269万円
商工費 1億650万円
消防費 2億7,979万円
公債費 5億3,879万円
諸支出金 2,575万円

▶▶▶ 一 般 会 計 ◀◀◀
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特集 平成29年度　決算報告 問 企画財政課　財政班　☎37-1118

	どんなことに、お金を使っているの？
　15ページに示した歳出のグラフは、平成29年度のお金の使い道を「目的別」に示したものです。
　お金の使い道を表す方法には、予算や決算のように行政目的別に分けて “どのような目的で使ったのか ”
という「目的別」と、人件費や扶助費のように “どのような用途に使ったのか ”という「性質別」の2通りあ
ります。
　同じものについて違う見方をすることで、どんなことに力を注いだのかが分かります。

収　　入 支　　出 （単位：円）
項　　　目 金額 項　　　目 金額

給料（町税） 17,289 食費（人件費） 23,264

親からの援助
（地方交付税、国・県支出金、地方譲与税及び交付金） 123,301 医療費（扶助費） 10,203

パート収入
（使用料・手数料、分担金・負担金、財産収入、寄附金、諸収入） 26,370 ローンの返済（公債費） 9,174

ローンの借入（町債） 15,708 光熱水費・日用雑貨品（物件費） 19,549

貯金の取り崩し（繰入金） 78,072 家の増改築（投資的経費）庭の手入れ（維持補修費） 118,077

先月の残金（繰越金） 39,260 区費や家族への仕送りなど（補助費、繰出金、貸付金） 69,754

計 300,000 計 250,021

※（　）内は対応する町の科目
貯金（積立金） 49,979

歳出（性質別）

公債費 3.0%
5億6,233万円

人件費 7.8%
14億2,598万円

扶助費 3.4% 
6億2,539万円

積立金 16.7%
30億6,348万円

維持補修費 1.0%
1億8,595万円

普通建設事業費 31.2% 
57億3,228万円

災害復旧事業費 7.2%
13億1,927万円

補助費など 20.0%
36億9,131万円

物件費 6.5%
11億9,825万円 

繰出金 3.0%
5億4,712万円

貸付金 0.2%
3,714万円

義務的経費 14.2%
26億1,370万円

投資的経費 38.4%
70億5,155万円

その他の経費 47.4%
87億2,325万円

町の決算を
家計に置き

換えてみると…
＜山元町さん宅の家計簿＞
　本町の予算と家計で
は、金額やお金の使い
道に大きな違いがある
ため、単純に比較はで
きませんが、平成29
年度の一般会計の決算
を、一カ月あたり30
万円（年収360万円）
の家庭に置き換えてみ
ました。
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特集 平成29年度　決算報告 問 企画財政課　財政班　☎37-1118

	町の貯金はどのくらい？
■ 基本残高 基金とは  

　町の貯金のことで、災害などの緊急時に備える資金や複
数の年度にわたって行う事業の資金を一旦貯めておくため
に設けられているものです。
　財政調整基金については、平成29年度決算では約83億
円の残高となりますが、このうち約35億円については、
復興・創生事業に関する国・県からの補助金などにより一
時的に増加したものであり、今後、段階的に精算が行われ
る見込であることから、町の裁量で自由に使える真水相当
分は、約48億円となります。

 お金の使い道を町民一人あたりにしてみると…
■ 歳出の用語説明
議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農林水産業費 商工費

議会活動のため
に使うお金

（7,821円）

行政運営や庁
舎、財産の維持
管理に使うお金

（473,647円）

子どもや高齢
者、障害のある
方などの福祉の
ために使うお金
（146,122円）

町民の健康増進
やゴミ・し尿処
理などに使うお
金
（56,854円）

雇用の促進や労
働者のための施
設管理などに使
うお金
（1,026円）

農業や林業、水
産業の振興のた
めに使うお金

（209,876円）

商工・観光業の
振興のために使
うお金

（8,612円）

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金
道路、公園、公
営住宅などの整
備・維持管理に
かかるお金
（423,335円）

広域消防、消防
団、自主防災な
どに使うお金

（22,626円）

小・中学校、幼稚
園、社会教育施
設の整備・内容
充実に使うお金
（74,803円）

災害によって生
じた被害の復旧
にかかるお金

（16,903円）

借り入れた町債
の元利を返済す
るためのお金

（43,571円）

どの科目にも目
的が該当しない
科目のお金（災害
援護資金貸付金）
（2,083円）

※町民1人あたりの支出額　1,487,279円（人口は、平成30年3月31日現在の12,366人で計算しています）

	どうして町は借金をするの？
　町の借金（町債）には下記の２つの役割があります。
①現在の町民と将来の町民の負担を公平にする役割
②毎年の財源を平均する役割
　公共施設の整備には一時的に多額のお金が必要になります。これをその年の収入だけで賄うと、その他
の仕事ができなくなってしまいます。
　また、公共施設は現在の町民だけではなく、将来の町民も利用しますので、負担の公平性を図る観点から、
町債を活用して世代間で平等に費用の負担をお願いしています。

	町の借金はどれくらい？
■ 町債残高 　平成29年度末の町の借金は122億円でした。

　新庁舎建設事業や防災行政無線の更新事業など、
各種復興事業の財源として町債の発行が増加したこ
とに加え、新たに過疎地域に認定されたことによる
各種過疎対策事業に要する町債を発行したほか、台
風21号の災害復旧に関する町債発行も重なったこ
とから残高が増加しています。
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2018 No.468
広報やまもと11月号 18

特集 平成29年度　決算報告 問 企画財政課　財政班　☎37-1118

	町の財政は健全なの？
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、平成29年度決算に基づく健全化判断比率と
公営企業の資金不足比率を算出しました。
　本町は財政の健全を示す5つの指標において、財政上のイエローカードを示す早期健全化基準を大きく
下回っており、財政状況が健全であることがわかります。

その他 4.0%
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保険税
11.1%

前期高齢者
交付金
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国庫・県支出金
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保健事業費 1.2%
その他 5.0%

介護納付金
4.1% 高額共同事業

拠出金
17.2%
後期高齢者
支援金等

9.3%

保険給付費
63.2%

　（単位：万円・％）
区　　　分 平成29年度 平成28年度 増減額 増減率

国 庫・ 県 支 出 金 58,049 62,816 △ 4,767 △ 7.6
前期高齢者交付金 56,541 51,691 4,850 9.4
保 険 税 23,549 24,708 △ 1,159 △ 4.7
高額共同事業交付金 36,470 39,261 △ 2,791 △ 7.1
繰 入 金 26,001 26,400 △ 399 △ 1.5
退職者療養給付費等交付金 2,992 5,827 △ 2,835 △ 48.7
そ の 他 8,446 5,969 2,477 41.5

合　　　計 212,048 216,672 △ 4,624 △ 2.1

（単位：万円・％）
区　　　分 平成29年度 平成28年度 増減額 増減率

保 険 給 付 費 127,195 126,849 346 0.3
後期高齢者支援金等 18,614 18,634 △ 20 △ 0.1
高額共同事業拠出金 34,691 38,701 △ 4,010 △ 10.4
介 護 納 付 金 8,183 8,044 139 1.7
保 健 事 業 費 2,423 2,212 211 9.5
そ の 他 10,150 6,293 3,857 61.3

合　　　計 201,256 200,733 523 0.3

【5つの指標で見る山元町の財政の健全性】
財政指標 早期健全化基準 財政再建基準 山元町実績

実質赤字比率 15.00％ 20.00％ 平成27年度 平成28年度 平成29年度
－ － －

一般会計での赤字の比率

連結実質赤字比率 20.00％ 30.00％ 平成27年度 平成28年度 平成29年度
－ － －

一般会計など（注1）と公営企業会計（注2）を合わせた全会計での赤字の比率

実質公債費比率 25.00％ 35.00％ 平成27年度 平成28年度 平成29年度
13.6 11.9 12.1

一般会計の借入返済額の比率（家計に例えると、1年間のローン返済額が臨時的な収入を除く年収に占める割合。ローンが家計を
どれだけ圧迫しているかを示す）

将来負担比率 350.00％ 平成27年度 平成28年度 平成29年度
－ － －

一般会計が将来負担すべき実質的な負債残高の比率（家計に例えると、借金総額が年収の何倍になるかを表す）

資金不足比率 20.00％ 平成27年度 平成28年度 平成29年度
－ － －

各公営企業会計（注2）の事業規模に対する資金不足額の比率
注1　一般会計などとは、一般会計、国民健康保険および後期高齢者医療保健、介護保険の4会計を合算したもの
注2　公営企業会計とは、水道事業、下水道事業の2会計を合算したもの
注3　上記の「－」は、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、資金不足比率が「なし」のため

歳 入 21億2,048万円

歳 出 20億1,256万円

国民健康保険事業特別会計 〔年間平均被保険者数3,516人、世帯数2,118世帯〕
（平成30年3月31日現在）

▶▶▶ 特 別 会 計 ◀◀◀
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2018 No.468
広報やまもと11月号19

特集 平成29年度　決算報告 問 企画財政課　財政班　☎37-1118
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（単位：万円・％）

区　　　分 平成29年度 平成28年度 増減額 増減率

国 庫・ 県 支 出 金 47,306 47,349 △ 43 △ 0.1

支 払 基 金 交 付 金
（第2号被保険者） 32,688 34,518 △ 1,830 △ 5.3

繰 入 金 22,761 19,963 2,798 14.0

保 険 料
（第1号被保険者） 27,399 26,933 466 1.7

そ の 他 3,596 838 2,758 329.1

合　　　計 133,750 129,601 4,149 3.2

（単位：万円・％）

区　　　分 平成29年度 平成28年度 増減額 増減率

保 険 給 付 費 113,496 114,488 △ 992 △ 0.9

地 域 支 援 事 業 費 5,768 4,352 1,416 32.5

総 務 費 4,674 3,144 1,530 48.7

そ の 他 4,729 1,283 3,446 268.6

合　　　計 128,667 123,267 5,400 4.4

その他 1.9%

繰入金
29.3%

保険料
68.8%

その他 4.6%

後期高齢者医療
広域連合納付金

95.4%

（単位：万円・％）

区　　　分 平成29年度 平成28年度 増減額 増減率

保 険 料 10,890 9,778 1,112 11.4

繰 入 金 4,633 4,749 △ 116 △ 2.4

そ の 他 308 126 182 144.4

合　　　計 15,831 14,653 1,178 8.0

（単位：万円・％）

区　　　分 平成29年度 平成28年度 増減額 増減率

後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金 14,971 13,864 1,107 8.0

そ の 他 724 539 185 34.3

合　　　計 15,695 14,403 1,292 9.0

歳 入 13億3,750万円

歳 出 12億8,677万円

歳 入 1億5,831万円

歳 出 1億5,695万円

介護保険事業特別会計 〔第1号被保険者数（65歳以上）　4,835人〕
〔要介護・要支援認定者数　934人〕 （平成30年3月31日現在）

後期高齢者医療特別会計 〔年間平均被保険者数2,456人〕
（平成30年3月31日現在）

▶▶▶ 特 別 会 計 ◀◀◀
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2018 No.468
広報やまもと11月号 20

特集 平成29年度　決算報告 問 企画財政課　財政班　☎37-1118

用 語 解 説

損益計算書
［1年間の経営成績を示すもの］

（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）
（単位：万円）

費用科目 金　　額 収益科目 金　　額
営業費用
（仙南・仙塩広域水
道受水費等）

35,350 営業収益（給水収益・負担金） 34,143

営業外費用
（長期借入金利息等）
� ※1

1,996
営業外収益
（他会計補助金・長
期前受金戻入）

9,252

特別損失
（災害による損失等） 190

特別利益 12
当期純利益※2 5,871
合　　　計 43,407 合　　　計 43,407

（注）金額は消費税抜きです。

平成29年度水道事業会計のあらまし
項　　　目 平成29年度 平成28年度 対前年度 備　　　　　　考

計画給水人口 （人） 20,550 20,550 0 平成2年度に定めた計画給水人口です。
給水区域内人口（外国人含む）（人） 12,369 12,472 △ 103 人口減少に伴い、昨年度と比較すると減少しています。
給水人口 （人） 11,676 11,659 17 人口が減少する一方、昨年度と比較すると増加しています。
給水普及率
【給水人口÷給水区域内人口）】（％） 94.40 93.48 0.92 給水人口が増加したことから、昨年度と比較すると増加

しています。
年間有収水量 （㎥） 1,223,905 1,192,826 31,079 配水量のうち水道料金算定の対象となる水量です。

企業債元金残高 （万円） 102,004 109,776 △ 7,772 主に水道管等の資産を得るために要した長期借入金の残
高です。

※1 長期借入金利息　公営企業において水道管等の資産を得るために借りた借金（企業債）の利息並びに企
業債発行等の手数料及び取扱諸費です。

※2 当期純利益　1年間の経営でどれだけ利益を出したのかを示すものです。
※3 固定資産　長期間にわたって利用または所有する資産のことです。これは、資産の分類において、流動

資産に対する概念であって、経営活動のために長期間利用または長期間所有する資産を指します。
※4 建設改良等の財源に充てるための企業債　公営企業において水道管等の資産を得るために借りた借金

です。1年以内に返済期限が到来するものを流動負債に、1年を超えて返済期限が到来するものを固
定負債に分類します。

※5 長期前受金　建設改良の資金となる国庫補助金及び工事負担金等が長期前受金です。

貸借対照表
［年度末における事業財産の状態を示すもの］

（平成30年3月31日現在）
（単位：万円）

資産科目 金　　額 負債・資本科目 金　　額

固定資産※3
（水道管、機械設備） 273,553

固定負債
（企業債、修繕引当金）
（うち建設改良等の財源に
充てるための企業債）※4

91,812

（81,841）

流動資産
（現金預金、未収金） 24,215

流動負債
（企業債・未払金）
（うち建設改良等の財源に
充てるための企業債）※4

19,834

（9,049）

繰延勘定
（災害損失） 0

繰延収益
（長期前受金）※5 81,070

資本金 40,760
剰余金
（うち当年度未処分利益剰余金）

64,292
（41,393）

合　　　計 297,768 合　　　計 297,768

（注）金額は消費税抜きです。

平成29年度財務諸表
水道事業会計

▶▶▶ 企 業 会 計 ◀◀◀

やまもとP18-21決算_三[18-21].indd   20 2018/10/31   13:37:05

2018 No.468
広報やまもと11月号21

特集 平成29年度　決算報告 問 企画財政課　財政班　☎37-1118

用 語 解 説

平成29年度下水道事業会計のあらまし
項　　　目 平成29年度 平成28年度 対前年度 備　　　　　　考

計画処理区域内人口 （人） 16,560 16,560 0 平成17年度に定めた計画処理区域人口です。

処理区域内人口（外国人含） （人） 7,279 7,187 92 新市街の整備等により増加しています。

水洗化人口 （人） 7,222 7,036 186 新市街の整備等により増加しています。

水洗化率 （％） 99.22 97.90 1.32 新市街の整備等により増加しています。

年間有収水量※3 （㎥） 680,801 616,151 64,650 処理水量のうち下水道使用料算定の対象となる水量です。

企業債元金残高 （万円） 431,859 454,621 △ 22,762 主に下水道工事に要した長期借入金の残高です。

※1 災害による損失　東日本大震災において発生した緊急的費用です。
※2 当期純利益　廃止管路の残管処理工事に伴う資産減耗費等の費用計上がなく、当年度は利益となりまし

た。
※3 年間有収水量　メーター検針により把握され、下水道使用料算定の対象となった一年間の下水道使用水

量のことをいいます。
※4 未処理欠損金　東日本大震災にて生じた純損失が大きく、剰余金で賄えないため、欠損金として計上し

ます。なお、欠損金を減少させるには損益計算書上で純利益を生じさせる必要があります。

損益計算書
［1年間の経営成績を示すもの］

（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）
（単位：万円）

費用科目 金　　額 収益科目 金　　額
営業費用
（処理場や管渠維持費、
固定資産除却費等）

38,758 営業収益（使用料等） 15,962

営業外費用
（長期借入金利息・
繰延勘定償却）

8,114
営業外収益
（他会計補助金・
長期前受金戻入）

50,589

特別損失
（災害による損失等）※1 123

特別利益 294
当期純利益※2 19,850
合　　　計 66,845 合　　　計 66,845

（注）金額は消費税抜きです。

貸借対照表
［年度末における事業財産の状態を示すもの］

（平成30年3月31日現在）
（単位：万円）

資産科目 金　　額 負債・資本科目 金　　額

固定資産
（下水道管、機械設備） 916,180

固定負債
（企業債、修繕引当金）
（うち建設改良等の財源
に充てるための企業債）

384,232

（366,476）

流動資産
（現金預金、未収金） 33,748

流動負債
（企業債・未払金）
（うち建設改良等の財源
に充てるための企業債）

52,015

（43,783）

繰延勘定
（災害損失） 0 繰延収益（長期前受金） 544,746

合　　　計 949,928

資本金 79,185
剰余金
（うち未処理欠損金）※4

△ 110,250
（110,250）

合　　　計 949,928

（注）金額は消費税抜きです。

平成29年度財務諸表
下水道事業会計

▶▶▶ 企 業 会 計 ◀◀◀
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2018 No.468
広報やまもと11月号 22

　

　町の3大特産品である「いちご」「りんご」「ホッキ貝」の
試食や地場産品の販売をはじめ、りんご狩り体験や全国各
地のご当地グルメコーナーなど、食欲の秋にふさわしいイ
ベントが盛りだくさんです。
　秋の一日を美味しく楽しく過ごしませんか。
日時　11月18日（日）
　　　9：20～ 14：30（販売開始　10：00～）
場所　つばめの杜中央公園

問 地域振興班

第8回山元町ふれあい産業祭を開催します

試食・体験
■3大特産品の試食
　○いちご試食（先着200人）　10：00～
　○りんごジュース試飲（先着500人）　10：00～
　○りんご試食（先着600人）　10：30～
　○焼きホッキ試食（各先着150人）　
　　午前の部①10：30～　午後の部②12：30～
　※�焼きホッキ試食の整理券は①10：00と②12：
00の2回配布します。

■りんご狩り体験
　申込人数　先着50人
　受け付け　10：00～ 10：45
　場　所　案内ブース
　参加料　小学生以上500円（お土産付き）

イベント
○地場産品の販売
○屋台コーナー
○全国のご当地グルメコーナー
○ステージイベント

○平成30年7月西日本豪雨災害チャリティ募金
　（枚数限定！その場で当たる＆抽選会で当たるW抽選券）
○割り増し商品券の販売（山元町商業協同組合）　
○ご当地キャラクター出演

※�都合により内容が変更になる場合がありますのでご了承ください。

臨時駐車場
①会場西側敷地
②山下駅前駐車場（当日無料開放）
③山元町役場（シャトルバス有）
④山下中学校校庭野球場（シャトルバス有）
※シャトルバスは約15分間隔で運行
　車でお越しの際は、①～④の臨時駐車場
をご利用ください。
　会場周辺の臨時駐車場は混雑が予想され
ます。公共交通機関をご利用いただくか、
臨時駐車場③および④から出る無料シャト
ルバスをご利用の上、ご来場ください。
※�会場周辺の住宅街への路上駐車は、ご遠
慮ください。
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）

⾄ 亘理 

ひだまり
ホール １

２
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３

④⼭下中学校校庭 
野球場 [500台] 
（シャトルバス有） 

③⼭元町役場 [150台]
（シャトルバス有） つばめの杜中央公園 

(山元町つばめの杜１-１)

①会場⻄側敷地 [150台]
注意 ⾬天時は使⽤できな
い場合があります。 

②⼭下駅前駐⾞場 
[180台] 

やまもと産業広場 産業振興課
☎37-1119

▲3大特産品が勢ぞろい
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　本町最大のものづくり企業「岩機ダイカスト工業（株）」が創
立50周年を迎え、10月20日、防災拠点・山下地域交流センター

「つばめの杜ひだまりホール」で、記念式典が開催され、齋藤町
長、阿部議会議長をはじめ、関連企業などから約80人が出席
しました。
　齋藤町長は「これまでの町の振興・発展に対する多大なる貢
献に心から御礼を申し上げるとともに、地域産業を牽引する企
業として、また、町の次代を担う若者の雇用の場として、御社
の存在感と町民の期待は益々高まっております。さらなる山元
町の復興・創生に向け、引き続き、力強いご支援・ご協力をお願
いします」と祝辞を述べました。
　なお、次号以降、改めて企業紹介を掲載します。

問 地域振興班

岩機ダイカスト工業㈱創立50周年記念式典

　町では、振興作物に位置付ける下記品目の産地化に向け、栽培に取り組む農業者に対し、補助金を
交付しています。ぜひ、ご活用ください。
交付対象者（次の要件を全て満たす方）
　①町内に住所を有し、町内で農業を営む方
　②町税などの滞納がない方
　③振興作物を出荷または出荷しようとする生産者（生産者団体）で、10ａ以上作付する方
　④暴力団員などでない方
補助対象経費および補助率

対象品目 補助対象経費区分 補助率 交付限度額

イチジク

苗木
購入経費の1 ／ 2以内

500円／ 1本
育苗用資材 4,000円／ 10ａ
株枯病防除など薬剤 3,000円／ 10ａ
ハウス資材（※） 購入経費の1 ／ 3以内 400,000円／ 1棟

リンゴ 苗木 購入経費の1 ／ 2以内 1,000円／ 1本

ブドウ
苗木 購入経費の1 ／ 2以内 1,500円／ 1本
病害虫防除薬（資）材 20,000円／ 10ａ
ハウス資材（※） 購入経費の1 ／ 3以内 400,000円／ 1棟

ハクサイ、キャベツ
レタス、ホウレンソウ
スイートコーン

種子 購入経費の1 ／ 2以内 10,000円／ 10ａ

※補助対象は、年度内1棟を限度とします。
問�農政班

振興作物産地化奨励事業補助金をご活用ください

　9月中旬、岐阜県において、死亡した野生イノシシから豚コレラウイルス（※）が検出されました。
　これを踏まえ、宮城県家畜保健衛生所において、感染拡大防止の観点から死亡した野生イノシシの
感染確認検査を実施します。
　町内で死亡した野生イノシシ（腐敗や損傷が著しく検査が困難なものは除く）を発見した場合には、
下記までご連絡ください。
※豚・イノシシの病気であり、人に感染することはありません。

問�農政班

死亡した野生イノシシを発見した方はご連絡ください

▲�盛大に行われた岩機ダイカスト工業（株）
創立50周年記念式典
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企業紹介　Vol.1

有限会社 アークテック 
　～山元町から全国へ～ 
所 在 地　山寺字北泥沼222-3
代 表 者　取締役　佐藤　一江
従業員数　15人
事業内容　ユニット式危険物庫「鐘馗くん」の製造・販売

■ 企業紹介
　�　主に危険物第四類を安全・安心に貯蔵管理するための施設として、3つの特許を駆使した「ユニッ
ト式危険物庫」の製造販売を行っている専門メーカーで、日本全国への納入実績があり、お客さまは
もとより消防からも高い評価を得ています。

　�　近年、防災減災、二次災害対策として「鐘馗（しょうき）くん」で対応したいという要望が増してお
り、危険物庫の販売を担うメーカーとして、企業も商品も成長している会社です。

■ 企業からのコメントなど
　�コメント　向上心と意欲を重視し、一緒に成長していける社員を募集しています。
　�雇用形態　正社員
　�職　　種　工場製造員／総務・経理／システムエンジニア
　�問い合わせ窓口　及川　☎32-3880

京浜ハイフロー販売株式会社　宮城工場 
～ Keep Beauty を追及する生産工場～ 
所 在 地　小平字北93-4
代 表 者　代表取締役社長　八尾　暸
従業員数　38人（宮城工場）
事業内容　小型電磁弁・減圧弁・センサーの
　　　　　設計と製造（医療装置用部品）

■ 企業紹介
　�　主に医療用の小型電磁弁・減圧弁・センサーなどの設計から製造を行っており、製品の�
「不良Zero（不良品ゼロ）」を目標に掲げ、医療機器メーカーから高い評価を得ています。
　�　「Keep�Beauty」を追求し、東京ディズニーのような「躾

しつけ

と挨
あ い

拶
さ つ

・美しさ・親切」、人として敬う思
いやりと感謝、宮城工場で働く喜びを目標にしています。

■ 企業からのコメント
　�　宮城工場は2018年3月に山元町にオープンし、2018年度は近隣地域から6人採用。
　　現在は技術者を中心にハローワークで人材を募集しています。
　　山元町在住の方についても、将来的に採用を増やしていく予定です。

� 企業誘致と人材確保 ～地域を支える企業と労働力～ ■問 地域振興班
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企業誘致の概況
　町では、将来にわたり持続可能なまちづくりを目指し、定住人口の増加や地域活性化を図るため「町内
での雇用創出」「所得・税収の増加」「地域経済の活性化」などを目指し、積極的に企業誘致・支援に取り組
んでいます。
　近年、これらの取り組みが実り、町外から新たな企業の誘致をはじめ、既存町内事業者の事業拡大や再
開など、企業立地や就業環境の拡大を実現しています。
【震災後の主な企業誘致・拡張など】

区　　分 企業名など（五十音順）

町外からの新規誘致企業 京浜ハイフロー販売（株）（小平区）、東海リース（株）（真庭区）、メル
コジャパン（株）（上平区）、（株）キクチ・（株）薬王堂（つばめの杜東区）

町内の事業拡張・再開した企業 （有）アークテック（花釜区）、岩機ダイカスト工業（株）小平工場（小平
区）、コスメティックアイーダ（株）（花釜区）

※山元町企業誘致促進条例による支援制度など、町施策を活用し立地した製造業・小売業者を掲載

町内の雇用情勢
　町内の雇用については、上記以外の企業も含め、震災後、町が現在把握している範囲では、約170人程
度（臨時・パートなどを除く）の雇用が創出されており、うち26人程の町内在住者の雇用が創出されてい
ます。
　その一方で、本町における雇用情勢は、昨今の全国的な傾向と同様に、求人数が求職者数を上回る「売り
手市場」となっており、既存の町内事業者も含め、従業員の確保に苦慮しています。

【仙台管内の求人状況】

区　　分
平成30年度
（9月現在）

平成29年度
（前年同時期）

平成23年2月
（震災前）

管　内 山元町 管　内 山元町 管　内 山元町

有効求人数（人） 35,612 125 36,189 143 17,811 －

有効求職数（人） 19,026 78 20,472 87 29,068 －

有効求人倍率（％） 1.87 1.60 1.77 1.64 0.61 －
※出典：ハローワーク仙台「管内の一般職業紹介状況」（平成23年は市町別の集計なし）
　町では、ハローワークと連携した出張ハローワークの開催などの企業支援や雇用の確保に努めています
が、今後、さらなる企業誘致や事業拡大を推進するためには、企業への人材供給が必要です。
　将来の持続的な地域産業発展のためには、皆さん一人一人が「地元の企業で就業する」「町外に出ても、
地元に戻って就業する」など、町内立地企業を大切にし、支えていただくことが必要です。

立地企業の紹介
　ここまで、地域を支える町内企業が人材確保に苦慮している状況を紹介しましたが、一方で、町内にあ
る企業の名前は知っていても「何をしている（作っている）会社か分からない」という声が聞かれます。
　そこで、【震災後の主な企業誘致・拡張など】から製造業を中心に本紙で紹介しますので、皆さんも、地
元立地企業を知っていただき、町内就業人口の確保にご理解とご支援をお願いします。

� 企業誘致と人材確保 ～地域を支える企業と労働力～

産業振興課 ☎37-1119やまもと産業広場 産業振興課 ☎37-1119やまもと産業広場
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ん
。

　

館
内
を
安
心
・
安
全
に
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

子
育
て
イ
ベ
ン
ト
情
報

問
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
36
―
7
2
5
1

FAX 

36
―
8
6
3
4

▲親子でスキンシップを楽しめます

▲�10月はハロウィーンの雰囲気を楽し
みました
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ウォーキングイベント　ランキング
（イベント最終）

チーム
順位 チーム名 1人1日平均歩数
1位 燕 約26,263歩
2位 ハッピー 約16,420歩
3位 ひまわりの会 約8,992歩
4位 やまもと RC 約7,393歩
5位 ひまわり 約7,226歩
6位 うさぎチーム 約7,053歩
7位 イチゴ 約6,460歩
8位 kenkousuishin 約6,105歩
9位 yamamoto 約5,177歩
10位 山下フレンズ 約5,160歩
11位 ひだまりのんびり 約5,154歩
12位 ひだまり 約4,834歩
13位 サナダムシ 約3,181歩
14位 フォースウェーブ 約2,977歩
15位 チーム美女桜 約2,201歩

個人
順位 ニックネーム 総歩数 1日平均歩数
1位 向日葵さん 3,021,201歩 約32,839歩
2位 ヒロくん 2,721,321歩 約29,579歩
3位 としちゃん 2,562,532歩 約27,853歩
4位 こうちゃん 2,062,081歩 約22,413歩
5位 三春進一さん 2,055,558歩 約22,343歩
6位 M.S さん 1,850,981歩 約20,119歩
7位 うしばしさん 1,741,886歩 約18,933歩
8位 エイトレンジャーさん 1,471,002歩 約15,989歩
9位 くるみちゃん 1,469,569歩 約15,973歩
10位 清野忠彦さん 1,437,297歩 約15,622歩

「元気やまもと 秋を満喫ウォーク」開催
平成30年度健康づくりウォーキング大会

　10月8日、平成30年度ウォーキング大会「元気やまもと秋を満喫ウォーク」を開催しま
した。当日は、4歳から88歳までの幅広い年齢層の方々が集まり、総勢178人が参加し
ました。
　今回のウォーキング大会は、（株）やまもとファームみらい野場内の農道を会場に行い、
協力いただいた（株）やまもとファームみらい野の島田孝雄社長から、工場内の説明をして
いただきました。
　今回のコースは、2km・4kmのウォーキングコースとノ
ルディックコースに分かれ、ノルディックウォーキング
（ポールを使った歩行運動）に参加される方も多くいました。
　ウォーキング後は、農場内のサツマイモ掘りを行い、た
くさんのサツマイモをお土産にしていました。さらに、ト
ラクター試乗も行い、大きなトラクターに皆さん驚いた様
子で「貴重な体験ができました」などの感想が聞かれまし
た。

▲青空の下でウォーキング ▲大きいお芋が掘れました ▲大きなトラクターに初めて乗ったよ

▲�（株）やまもとファームみらい
野内工場見学

やまもとP27-29元気_三[27-29].indd   27 2018/10/31   13:54:41



2018 No.468
広報やまもと11月号 28

検診を受けている間、子育てサポーターがお子さんをお預かりします。
時間　8：30～ 11：30
　　　※子宮頸

けい

がん検診日の午前中のサービスです。
担当　 家庭教育支援チーム「子育てサポーター」
　　　※申し込み不要、無料

託児サービス
を

行います！

各種がん検診のお知らせ
　前立腺がん検診と子宮頸

け い

がん検診を下記の日程で行います。お申し込みいただいている方には、
受診票をお送りします。なお、お申し込みしていない方で、検診を希望する方は、保健福祉課までご
連絡ください。また、子宮頸

け い

がん検診の「無料クーポン券」が届いている方は、忘れずに持参ください。

■ 前立腺がん検診
　前立腺がんの代表的な症状には排尿障害がありますが、初期にはほとんど自覚できず、症状が現
れたころには既に進行している可能性が高くなります。検診で早期発見をすることができ、適切な
治療も可能になります。
　　○対　象　者　50～ 79歳の男性
　　○受付・検診会場　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
　　○個人負担金　900円　　○検査内容　血液検査（PSA検査）

■ 子宮頸
け い

がん検診
　全ての女性が子宮頸

けい

がんにかかる可能性があります。がん検診で早期発見することができれば、
子宮温存治療も可能になります。
　　○対　象　者　20歳以上の女性
　　○受付・検診会場　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
　　○個人負担金　3,100円（頸部）・3,100円（体部）

検診月日 受付時間 対象地区

12月
13日
（木）

� 9：00～� �9：30 中山・下郷

� 9：30～ 10：00 真庭・久保間・上平・磯・中浜・笠野
10：00～ 10：30 牛橋
10：30～ 11：00 花釜
12：45～ 13：15 町

13：15～ 13：45 つばめの杜西・つばめの杜東

検診月日 受付時間 対象地区

12月
12日
（水）

� 9：00～� �9：30 山下
� 9：30～ 10：00 八手庭・横山・鷲足

10：00～ 10：30 山寺・合戦原（療養所・桜塚を含む）
10：30～ 11：00 高瀬
12：45～ 13：15 大平・小平
13：15～ 13：45 浅生原

検診月日 受付時間 対象地区

12月
13日
（木）

� 8：30～� �9：00 下郷
� 9：00～� �9：30 大平
� 9：30～ 10：00 横山・中山
12：30～ 13：00 町

12月
14日
（金）

� 8：30～� �9：00 山寺
� 9：00～� �9：30 浅生原
� 9：30～ 10：00 高瀬
12：30～ 13：00 小平・鷲足

検診月日 受付時間 対象地区

12月
11日
（火）

� 8：30～� �9：00 花釜
� 9：00～� �9：30 つばめの杜西
� 9：30～ 10：00 つばめの杜東

12：30～ 13：00 上平・磯・中浜・笠野・牛橋

12月
12日
（水）

� 8：30～� �9：30 山下

� 9：30～ 10：00 八手庭・合戦原（療養所・桜塚を含む）
12：30～ 13：00 真庭・久保間

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113 保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
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　9月の集団健診を受診できなかった方を対象に、下記のとおり健診を行います。
　　　　　　■ 日時　11月18日（日）　　　■ 受付時間　7：30～ 10：30
　　　　　　■ 会場　防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさとおもだか館」

検診名 検査項目 対象者 個人負担金

特定健診
診察・体重・身長、腹囲測定、尿
検査、血圧測定、脂質検査、血
糖検査、肝機能検査、腎機能検
査、心電図、眼底、貧血検査

40 ～ 74歳の山元町国民健康保
険加入者 1,500円

若人健診 16～ 39歳で申し込みをされた方 1,500円

結核検診 胸部レントゲン検査 65歳以上の方 無料

肺がん検診
胸部レントゲン検査 40～ 64歳の方 500円

喀
か く

痰
た ん

検査 50歳以上の喫煙者 1,300円

胃がん検診 胃部レントゲン撮影（バリウム） 35歳以上の方 2,200円

※年度途中で国民健康保険に加入された方は、保健福祉課にご連絡ください。
※�受診できない方は、12月28日（金）まで亘理郡内の指定医療機関で健診を受けることができます。
詳しくは広報9月号「特定健診を受けましょう～個別健診のお知らせ～」をご覧ください。

　夜間や休日の急な病気やけがで、救急車を呼んだ方が良いか迷うときや応急処置の方法が知りたいとき
の相談ダイヤルが開設されました。
　この相談ダイヤルは、看護師などが対処方法について助言するほ
か、受診の必要性、受診可能な医療機関を案内するサービスです。

電話番号
　プッシュ回線・携帯電話　＃7119
　プッシュ回線以外・PHS　022-706-7119
相談時間
　平　日（月～金）� 19：00～翌8：00
　土曜日� 14：00～翌8：00
　日・祝日� 24時間
※�お子さんの急な発熱やけがに迷った場合は、こども夜間安心コー
ル「＃8000」（毎日19：00～翌8：00）に電話してください。
※�平日の夜間については、「平日夜間初期救急外来」を総合南東北病
院にて開設しています。詳しくは本紙39ページをご覧ください。

問 県医療政策課　☎022-211-2622

「おとな救急電話相談」 のご案内

追加健診のお知らせ

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113 保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
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いつでも　どこでも　だれでも　生涯学習コーナー
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山
元
町
民

�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
13
日
、
福
島
県
相
馬
市

の
相
馬
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
会
場
に「
第
3
回
山
元
町
民

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は「
山
元
町
に

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
」と
願
う

愛
好
者
が
中
心
の
実
行
委
員
が

開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
が
年
々
増
え

て
お
り
、
今
大
会
で
は
20
代
か

ら
80
代
ま
で
の
総
勢
1
2
4

人
が
参
加
し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の

方
と
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
女
子
の
部
で
優
勝
し
た
三み

宅や
け

郁い
く

子こ

さ
ん
は「
優
勝
で
き
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
来
年
も

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果【
敬
称
略
】

男
子
の
部

優
　
勝　
小お

の野 

由よ
し
さ
ぶ
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�
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山
寺
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べ邉 
新し
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釜
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第
3
位　
星ほ

し 

サ
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寺
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ふ
る
さ
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仙
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管
内
大
会

　

9
月
2
日
、
利
府
町
の
グ
ラ

ン
デ
ィ
21
を
会
場
に「
宮
城
ヘ

ル
シ
ー
2
0
1
8
ふ
る
さ
と

ス
ポ
ー
ツ
祭　

仙
台
管
内
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル「
虹
」（
Ｙ
Ｖ

Ｃ
虹
）お
月
見
会

　

9
月
22
日
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
を
会
場
に
Ｙ
Ｖ
Ｃ
虹
に

よ
る「
お
月
見
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
年
も
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
め
、
小
・
中
学
生
な
ど
25

人
が
参
加
し
、
Ｙ
Ｖ
Ｃ
虹
と

ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
親
子
で
天
体
観
測

を
行
い
、
講
師
の
元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

豊
川
光
雄
さ
ん
か
ら
解
説
な
ど

を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
き

れ
い
な
星
々
を
観
察
し
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課

　

競
技
に
先
立
ち
、
優
良
ス

ポ
ー
ツ
団
体
・
個
人
に
対
す
る

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら

は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
中

心
に
活
動
を
行
っ
て
い
る「
山

元
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
」が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、キ
ン
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、ペ
タ
ン

ク
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、家

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
5
つ
の
競

技
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
3

競
技
、34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
な
が
ら
も
懸
命
に
プ
レ
ー

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら

し
さ
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果〔
敬
称
略
〕

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

準
優
勝　
渡わ

た

邉な
べ 

新し
ん

次じ

（
山
下
区
）

問
生
涯
学
習
課

第
2
回
や
ま
も
と

ス
ポ
ー
ツ
祭
り
を
開
催

　

9
月
23
日
、
晴
れ
渡
っ
た
秋

空
の
も
と
、
新
し
く
な
っ
た
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、
東

北
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル「
H
A
R
U
」が
主
催
す

る「
第
2
回
や
ま
も
と
ス
ポ
ー

ツ
祭
り
」が
に
ぎ
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
か
ら
約
40
人

が
参
加
し
、玉
入
れ
や
綱
引
き
、

段
ボ
ー
ル
キ
ャ
タ
ピ
ラ
リ
レ
ー

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
競
技
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
会
場
に
は
大
き

な
歓
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
全
員
で
山
元
音
頭

を
踊
り
、
さ
わ
や
か
な
一
日
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課

▲�「山元ホップ・ステ
ップ」のメンバー

▲女子の部　表彰式

▲参加した皆さんと記念撮影
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いつでも　どこでも　だれでも　生涯学習コーナー
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紅
葉
の
深
山
に
登
ろ
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秋
の
深
ま
り
を
感
じ
な
が

ら
、
深
山
に
詳
し
い
植
物
植
生

調
査
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

深
山
自
然
観
察
路
を
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

下
山
後
に
は
、
お
い
し
い
芋

煮
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
参
加
者
全
員
に
登
頂
証
明

書
を
発
行
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
23
日（
金
・
祝
日
）

　　
　
9
時
30
分
～
13
時
ご
ろ

　　
　
（
受
け
付
け　
9
時
～
）

集
合
場
所

　
深
山
山
麓
少
年
の
森

対
象
者
　
ど
な
た
で
も

持
ち
物
　
飲
料
水
、
タ
オ
ル
、

動
き
や
す
い
服
装
と
靴

参
加
費

　
1
0
0
円（
保
険
代
な
ど
）

申
し
込
み

　
不
要（
当
日
参
加
で
き
ま
す
）

※
小
雨
決
行（
荒
天
時
は
中
止
）

問
生
涯
学
習
課

「
や
ま
も
と
楽
校
」

　
日
ご
ろ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
で
磨
い
た
技
術
・
特
技
を
持

つ
地
域
の
方
や
町
内
小
中
学
校

の
先
生
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
向

け
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど

　　
　
13
時
～
15
時

会
場
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　　
　
ロ
ビ
ー

出
演
内
容
　
1
団
体
20
分
程

度
、
ロ
ビ
ー
で
行
え
る
も
の

（
楽
器
演
奏
、ダ
ン
ス
、マ
ジ

ッ
ク
な
ど
）

申
し
込
み
　
11
月
22
日
㈭
ま
で

に
左
記
ま
で
代
表
者
の
連
絡

先
、
出
演
人
数
、
出
演
内
容

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

キ
ラ
リ
☆
や
ま
も
と

綱
引
き
大
会

～
一
本
の
綱
が
世
代
を
超
え
て

�

笑
顔
を
つ
な
ぐ
～

　

世
代
を
超
え
て
、
誰
で
も
気

軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
綱
引
き
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
　
平
成
31
年
2
月
3
日
㈰

　　
　
9
時
～
13
時（
予
定
）

会
場
　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

部
門
　
①
行
政
区
の
部（
中
学

生
以
上
）、②
企
業
の
部
、③

小
学
生
の
部

編
成
　
①
、
②
男
女
混
成
、
③

男
女
不
問

※
体
重
制
限
な
し

競
技
者
数
　
8
人（
①
、
②
は

女
性
2
人
以
上
）　

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時
　
11
月
24
日
㈯
9
時
30
分
～

会
場
　
防
災
拠
点
・
山
下
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば
め
の

杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」

内
容
　
絵
本
づ
く
り
、
わ
り
ば

し
工
作
な
ど

申
し
込
み
　
各
戸
配
布
ち
ら
し

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
11
月
16

日
㈮
ま
で
に
左
記
ま
で
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
筆
記
用
具

問
生
涯
学
習
課

第
1
回
ロ
ビ
ー
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト

　
今
年
度
初
と
な
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
出
演
を
希
望
さ

れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
観
覧
は
無
料
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
16
日
㈰

登
録
選
手
数
　
15
人
以
内

監
督（
代
表
者
）　
1
人（
①
、

②
は
選
手
兼
任
可
）

※
監
督
は
成
人
の
方

参
加
資
格
　
町
内
に
在
住
、
在

勤
ま
た
は
在
学
す
る
方
、
町

内
の
企
業

表
彰
　
各
部
門
と
も
上
位
3

チ
ー
ム
を
表
彰
し
ま
す
。（
豪

華
賞
品
あ
り
）

参
加
費（
1
チ
ー
ム
）

　
①
、
②
3
0
0
0
円（
保
険

料
含
む
）③
無
料（
保
険
加

入
あ
り
）

申
し
込
み

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
、
F
A
X
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
大
会
開
催
要
項
お

よ
び
申
込
書
は
、中
央
公
民
館
、

坂
元
支
所
、
防
災
拠
点
・
山
下

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば
め

の
杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」に
設

置
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〒
9
8
9
―
2
2
0
3

　
山
元
町
浅
生
原
字
日
向
12
―
1

締
め
切
り
　
12
月
14
日
㈮

※�

郵
送
の
場
合
は
12
月
14
日
㈮

必
着

※�

競
技
規
則
や
詳
細
に
つ
い
て

は
大
会
開
催
要
項
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

▲�右から、成毛愛実さん、赤沼こ
ころさん、赤沼龍紳さん

▲昨年の「干支を彫ろう」
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農
地
利
用
意
向
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農

地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
な

ど
を
目
的
と
し
た
農
地
利
用
状

況
調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

を
、
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て

町
内
全
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
遊
休

農
地
や
耕
作
者
が
不
在
と
な
る

農
地
所
有
者
な
ど
を
対
象
に

「
自
ら
耕
作
を
行
う
か
」「
第
三

者
に
貸
借
す
る
か
」な
ど
と
い

っ
た
、
今
後
の
利
用
意
向
を
確

認
す
る
た
め「
農
地
利
用
意
向

調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

締
め
切
り

　
平
成
31
年
1
月
31
日
㈭

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
37
―
5
1
1
7

道
路
の
除
雪
作
業
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、
大
雪
時
に
輸
送
路

確
保
の
た
め
町
道
を
中
心
に
除

雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

作
業
は
、
通
勤
通
学
路
を
優

先
的
に
確
保
す
る
た
め
短
時
間

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
作

業
時
間
帯
に
路
上
駐
車
を
さ
れ

ま
す
と
、
作
業
に
支
障
を
き
た

す
ば
か
り
で
は
な
く
、
歩
行
者

や
緊
急
車
両
な
ど
の
通
行
の
妨

げ
に
な
り
、
事
故
な
ど
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
道
路
な
ど

に
駐
車
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路

脇
の
樹
木
な
ど
が
雪
の
重
み
で

道
路
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
こ
と

で
、
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す

の
で
、
樹
木
を
所
有
の
方
は
下

記
の「
道
路
に
張
り
出
し
て
い

る
樹
木
な
ど
の
伐
採
を
お
願
い

し
ま
す
」を
参
考
に
事
前
伐
採

な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
除
雪
後
、
雪
が
道
路

脇
や
個
人
乗
入
口
な
ど
に
残
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
お
手
数
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
各
家
庭
で
除
雪

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
施
設
管
理
室 

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン

　

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン
と
は
、

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地

域
の
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、
交

流
で
き
る
場
で
す
。
認
知
症
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
。
創
作
活
動
な

ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
26
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所
　
山
下
幸
街
堂

　　
　
（
山
寺
字
山
下
38
）

内
容
　
談
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
認
知
症
に
関
す
る
ミ

ニ
講
話
、個
別
相
談

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
不
要

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
な
ど
の

�

伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

　

沿
道
の
樹
木
・
竹
林
な
ど
が
道
路
に
張
り
出
し
、
通
行
中
の

車
両
な
ど
が
損
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
法
律
に
よ
り

そ
の
所
有
者
が
被
害
者
か
ら
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
事
が
あ
り

ま
す
。

　
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
通
行
お
よ
び
強
風
や
大
雨
・
大
雪

な
ど
災
害
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、所
有
者
は
現
状
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
伐
採
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
で
も
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
り
、
支
障
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
所
有
者
に
ご
連

絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

伐
採
な
ど
に
あ
た
っ
て
、
電
線
と
の
調
整
や
交
通
規
制
な
ど

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
施
設
管
理
室 

施
設
管
理
班　
☎
37
―
5
1
1
1

私有地 歩道 車道 私有地

4.5ｍ

2.5ｍ

伐採の範囲

町からの情報は2～14ページにも記載して
いますので、併せてご覧ください。

11せ
ら
し
お

▲�路上駐車は危険です
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裁
判
員
制
度

11
月
中
旬
に
名
簿
記
載

通
知
を
発
送
し
ま
す

　

裁
判
員
制
度
は
、
皆
さ
ん
の

協
力
な
し
に
成
り
立
た
な
い
制

度
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
円

滑
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
名
簿

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
裁

判
所
で
作
成
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
の
名
簿
に
は
全
国

で
約
23
万
3
3
0
0
人
が
登

録
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

　
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

方（
平
成
31
年
1
月
1
日
時
点

で
20
歳
以
上
の
方
）に
は
、
11

月
中
旬
に
通
知
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

こ
の
通
知
は
、
平
成
31
年
2

月
ご
ろ
か
ら
平
成
32
年
2
月
ご

ろ
ま
で
の
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
段
階
で
は
具

体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

移
転
元
地
の
売
払
い
を

行
い
ま
す

　
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
な

ど
で
取
得
し
た
移
転
元
地
の
う

ち
、
一
部
土
地
の
売
払
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
か
ら
売
払

い
完
了
ま
で
の
手
続
き
に
数
カ

月
要
し
ま
す
の
で
、
お
早
目
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
10
月
1
日
～

　
　
　
　
　
9
時
～
17
時

※�

随
時
募
集（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
左
記
の
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
提
出
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
で
の
受
け
付
け
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
震
災
復
興
企
画
課

　
復
興
管
理
班

☎
37
―
0
4
9
7

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

日
時

・
11
月
13
日
㈫　
10
時
～

・
11
月
20
日
㈫　
10
時
～

※�

毎
月
第
2
・
第
3
火
曜
日
に

開
催
し
ま
す
。
説
明
会
は
、

1
時
間
程
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※�

説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
方

は
、
ご
希
望
に
応
じ
て
入
会

説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

場
所
　
山
元
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
議
室

入
会
条
件

・�

本
町
に
居
住
す
る
原
則
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方

・�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
を
理
解
し
賛
同
す
る
方

問 

一
般
社
団
法
人
山
元
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
元
町
浅
生
原
字
日
向
13
―
1

☎
36
―
9
2
1
1

事
業
主
の
皆
さ
ん
、

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

～ 

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す
～

　

労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）を
1
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）に
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

※�

農
林
水
産
の
一
部
の
事
業
は

せ
ん
。

調
査
票

　
通
知
と
併
せ
調
査
票
を
同
封

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
票
は
、
候
補
者
と

な
る
方
の
事
情
を
早
期
に
把
握

し
、
1
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に

辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど

は
、
裁
判
所
に
来
所
い
た
だ
く

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
調
査
項
目
に
該
当
の
な

い
方
は
、
返
送
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
員
候
補
者
の
辞
退

　
裁
判
員
候
補
者
を
辞
退
す
る

申
出
の
時
期
や
期
間
な
ど
の
定

め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出
な

く
て
も
、
実
際
の
事
件
の
裁
判

員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際
や
裁

判
所
で
行
わ
れ
る
選
任
手
続
き

の
際
に
辞
退
を
申
し
出
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

最
高
裁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

�http://w
w
w
.courts.

go.jp/

問
仙
台
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
広
報
係

☎
0
2
2
―
2
2
2
―
6
1
1
5

仙
台
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

☎
0
2
2
―
7
4
5
―
6
2
0
3

除
き
ま
す
。

　
労
働
保
険
へ
の
加
入
が
未
手

続
き
の
場
合
は
、
速
や
か
に
左

記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）で
も
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
。

問
宮
城
労
働
局

　
労
働
保
険
徴
収
課

☎
0
2
2
―
2
9
9
―
8
8
4
2

自
賠
責

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万

一
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本

的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し

て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

に
基
づ
き
、
原
動
付
自
転
車
を

含
む
全
て
の
自
動
車
に
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠

責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
小
東
北
運
輸
局

　
宮
城
運
輸
支
局

　
輸
送
・
監
査
部
門

☎
0
2
2
―
2
3
5
―
2
5
1
7
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仙
台
南
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明

会
　

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し

て
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係

の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
定
員

○
11
月
16
日
㈮

　
11
時
～
12
時

　
亘
理
町
中
央
公
民
館

　
（
亘
理
町
字
旧
舘
61
―
22
）

　
1
0
0
人

○
11
月
20
日
㈫

　
11
時
～
12
時

　
岩
沼
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　
（
岩
沼
市
里
の
杜
1
―
2
―
45
）

　
1
5
0
人

○
11
月
21
日
㈬

　
11
時
～
12
時

　
名
取
市
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

　
（
名
取
市
増
田
字
柳
田
5
2
0
）

　
4
0
0
人

○
11
月
29
日
㈭

　

�

10
時
30
分
～
12
時
、
14
時
～

15
時
30
分

　
太
白
区
役
所
5
階
ホ
ー
ル

　

�（
仙
台
市
太
白
区
長
町
南
3
―

1
―
15
）

　
1
0
0
人

平
成
30
年
分
年
末
調
整
説
明
会

　
給
与
の
支
払
者
の
方
を
対
象

と
し
て
、
年
末
調
整
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
16
日
㈮

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
　
亘
理
町
中
央
公
民
館

　（
亘
理
町
字
旧
舘
61
―
22
）

対
象
者
　
山
元
町
・
亘
理
町
内

の
給
与
支
払
者

定
員
　
1
0
0
人

※�

各
会
場
と
も
開
始
時
刻
の
30

分
前
か
ら
受
け
付
け
し
ま

す
。

※�

各
会
場
の
都
合
上
、
席
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問 

仙
台
南
税
務
署
法
人
課
税

　
第
一
部
門

☎
0
2
2
―
3
0
6
―
8
0
0
1

個
人
事
業
税
の
納
付
の

お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税（
第
2
期
分
）

の
納
期
限
は
、
11
月
30
日
㈮
で

す
。

　
8
月
に
郵
送
し
ま
し
た
納
付

書
で
、
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
、
各
県
税
事
務
所

の
窓
口
、
ペ
イ
ジ
―
で
の
納
付

の
ほ
か
、
税
額
が
30
万
円
以
下

の
場
合
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
か
ら
も
納
付
で
き
ま

す
。

　
納
付
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
県
税
事
務
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
宮
城
県
仙
台
南
県
税
事
務
所

課
税
に
関
す
る
こ
と

　
課
税
第
二
班

☎
0
2
2
―
2
4
8
―
2
9
6
2

納
税
相
談
に
関
す
る
こ
と

　
納
税
第
一
班

☎
0
2
2
―
2
4
8
―
2
9
6
3

口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と

　
納
税
第
二
班

☎
0
2
2
―
2
4
8
―
2
9
8
6

も
う
少
し
知
っ
て
お
き

た
い「
お
金
」の
こ
と

　

東
北
財
務
局
で
は
、
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て「
出
前
講

座
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

地
域
の
活
動
や
各
種
団
体
の
会

合
な
ど
に
お
伺
い
し「
家
計
管

理
」「
金
融
商
品
」に
関
す
る
話

や
金
融
犯
罪
に
遭
わ
な
い
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、ゲ
ー
ム
、

寸
劇
、
カ
ル
タ
な
ど
を
使
い
な

が
ら
、楽
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
、
少
数
で
も

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
月
～
金
曜
日（
祝

日
、年
末
年
始
を
除
く
）

場
所
　
申
し
込
み
を
す
る
団
体

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
　

①�

で
き
て
い
ま
す
か
？
家
計
の

や
り
く
り

②�

お
買
い
も
の
ゲ
ー
ム
を
や
っ

て
み
よ
う
！

③�

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
ゲ
ー
ム
旅
行

に
Ｇ
Ｏ
！

④�

夢
や
目
標
を
か
な
え
る
た
め

に
⑤�

お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な

い
た
め
に

⑥�

社
会
人
に
な
る
前
に
必
要
な

金
融
知
識

⑦�

う
ま
い
話
に
ご
用
心
！
～
振

り
込
め
詐
欺
な
ど
の
金
融
犯

罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に
～

対
象
　
各
種
学
校
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
町
内
会
、
婦
人
会
、
研

修
会
な
ど

問
東
北
財
務
局

　
金
融
監
督
第
三
課

☎
0
2
2
―
2
6
3
―
1
1
1
1

夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

「
ラ
・
ラ
・
ラ
運
動
」実
施
中

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

�

ラ
イ
ト
オ
ン

　

運
転
者
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
歩
行
者
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

目
立
つ
装
備
・
服
装

�

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
歩
行
者
は
夜
間
の
外
出
時
に

は
、
白
色
や
明
る
い
色
の
服
装

に
し
て
、
反
射
材
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

右
側
注
意�

ラ
イ
ト
ケ
ア
フ
ル

　
運
転
者
は
進
行
方
向
右
側
か

ら
の
横
断
歩
行
者
に
気
を
付
け

て
、横
断
歩
行
者
を「
最
優
先
」

に
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
は
道
路
を
横
断
す
る

時
は
左
右
の
安
全
を
確
認
し
、

車
両
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
山
下
駐
在
所

☎
37
―
0
0
2
4

　
坂
元
駐
在
所

☎
38
―
0
3
2
9
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連載

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

平
成
30
年
度
標
語

「
未
来
へ
と
　
命
を
繋
ぐ
　

�

1
8
9（
い
ち
は
や
く
）」

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

児
童
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、

町
や
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
児
童

虐
待
防
止
法
第
6
条
）

　

虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
や
相
談
、
問
い
合
わ
せ

は
、
下
記
問
い
合
わ
せ
ま
た
は

児
童
相
談
所
全
国
共
通
電
話

（
☎
1
8
9
）に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

※�

緊
急
時
は
☎
1
8
9
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

　
通
告
を
受
け
た
町
や
児
童
相

談
所
で
は
、
虐
待
か
ら
子
ど
も

を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に

悩
む
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。
相

談
や
通
告
は
、
匿
名
で
も
可
能

で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
な
ど
、
子
ど
も
に

暴
力
を
加
え
る
こ
と

○
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
子

ど
も
に
性
的
行
為
を
見
せ
る
な

ど
の
行
為
を
す
る
こ
と

○�

ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
・

怠
慢
）

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
自
動
車
の
中
に
放

置
す
る
な
ど
の
行
為
を
す
る
こ

と○
心
理
的
虐
待

　
子
ど
も
が
傷
つ
く
こ
と
を
言

う
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
の
目

の
前
で
家
族
に
暴
力
を
ふ
る
う

な
ど
、
子
ど
も
に
心
理
的
な
傷

を
負
わ
せ
る
こ
と

問
保
健
福
祉
課 

子
育
て
支
援
班

☎
37
―
1
1
1
3

12
月
4
日
か
ら
10
日

ま
で
は
人
権
週
間
で
す

　

国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12

月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定

め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行

事
を
行
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
毎
年
12
月
4

日
か
ら
10
日
ま
で
の
1
週
間
を

「
人
権
週
間
」と
定
め
、
そ
の
期

間
中
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
す
る
な
ど
、
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。

○
第
70
回
人
権
週
間

　
特
設
人
権
相
談
所

　
人
権
週
間
に
併
せ
て
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
6
日
㈭

　　
　
10
時
～
15
時

場
所
　
防
災
拠
点
・
坂
元
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と

お
も
だ
か
館
」

　
1
階　
会
議
室
3

問
町
民
生
活
課 

生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2

仙
台
法
務
局 

人
権
擁
護
部

☎
0
2
2
―
2
2
5
―
5
7
4
3

問�消費生活相談窓口（役場町民生活課�生活班内）　☎37-1112

　消費生活相談窓口は、消費者と事業者との間に発生した商品やサービスの契約に関する相談を受け
付けています。
　相談については、消費生活相談員がトラブルを解決するための助言やお手伝いをしています。電話
はもちろん、面談での相談も受け付けています。
　年齢や職業などに関係なく、学生や未成年者でも相談できます。相談は無料で秘密は厳守します。
　不安なことや困ったことがあった時は、悩まず早めにご相談ください。
　また、消費者の被害の未然防止・拡大防止に役立てるために「強引な勧誘にあった」「悪質な業者か
も？」「身に覚えのない請求が届いた」など、被害を受けていなくても情報をお持ちの方は、ぜひ情報
をお寄せください。

相談受付日時　毎週火・木曜日　9：00～ 16：00
　　　　　　　毎月第2水曜日　13：00～ 15：00

第135回　消費生活トラブルは相談窓口に相談ください

談
相
種
各
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全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
仙
台
法
務
局
お
よ
び
宮
城
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

11
月
12
日
㈪
か
ら
18
日
㈰
ま
で

の
7
日
間
、
全
国
一
斉「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化

週
間
と
し
て
、
時
間
を
延
長
し

て
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
職
場
な
ど
で
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

強
化
週
間
期
間
中
の
相
談
時
間

　
11
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮

　
8
時
30
分
～
19
時

　
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
10
時
～
17
時

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話
番
号

☎
0
5
7
0
―
0
7
0
―
8
1
0

問
仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
0
2
2
―
2
2
5
―
5
7
4
3

返
し
き
れ
な
い
借
金
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

東
北
財
務
局
で
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
返

済
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
専
門
相
談
員
が
相
談
者
の
お

悩
み
を
丁
寧
に
お
聞
き
し
、
問

題
の
解
決
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士

な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
電
話

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

対
象
　
借
金
返
済
で
お
悩
み
の

個
人
の
方（
自
営
業
者
の
方

を
含
む
）

受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日

　（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
9
時
～
12
時
、13
時
～
17
時

問 

東
北
財
務
局　
金
融
監
督
第

三
課　
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
3
―
3
―
1

　
仙
台
合
同
庁
舎
Ｂ
棟
5
階

☎
0
2
2
―
2
6
6
―
5
7
0
3

（
直
通
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

受
付
期
間
・
資
料
配
布
期
間
　

12
月
1
日
㈯
～
12
日
㈬

　
9
時
～
17
時

　

�

資
料
は
、
施
設
管
理
室
と
坂

元
支
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

※�

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

抽
選
日
　
12
月
20
日
㈭

抽
選
場
所

　
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

募
集
戸
数

・
つ
ば
め
の
杜
住
宅　
1
戸

・
桜
塚
住
宅　
1
戸

※�

募
集
戸
数
は
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

家
賃
　
入
居
者
の
所
得
や
入
居

す
る
部
屋
に
応
じ
て
算
定
し

ま
す
。

敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

申
込
資
格
　
町
税
お
よ
び
各
種

公
共
料
金
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
で
次
の
①
～
④
の

全
て
に
該
当
す
る
方

①�

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方（
持

家
を
有
し
て
い
る
方
は
不

可
）

②�

同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
あ
る
方

（
婚
姻
予
約
者
を
含
む
。
た

だ
し
、
入
居
日
か
ら
3
カ
月

以
内
に
入
籍
し
同
居
す
る
こ

と
）

※�

60
歳
以
上
の
方
は
単
身
で
も

可（
た
だ
し
、
心
身
障
害
に

よ
り
常
時
介
護
が
必
要
と
な

る
方
は
不
可
）

③�

申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者

の
親
族
が
法
律
で
規
定
す
る

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

④�

入
居
を
希
望
す
る
世
帯
全
員

の
総
所
得
金
額
が
公
営
住
宅

法
に
定
め
る
政
令
月
収
以
内

（
※
）で
あ
る
こ
と

※�

政
令
月
収
と
は
単
な
る
給
与

収
入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
宮
城
県
住
宅
供
給

公
社
入
居
管
理
課（
仙
台
市

青
葉
区
上
杉
1
―

1
―

20
）に

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

　
入
居
管
理
課

☎
0
2
2
―
2
2
4
―
0
0
1
4

施
設
管
理
室 

行
政
班

☎
37
―
5
1
1
1

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

公
共
職
業
訓
練
平
成
31
年

1
月
入
所
受
講
生
募
集

　
早
期
再
就
職
に
向
け
た
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
訓
練
受
講
相
談
・
施

設
見
学
は
随
時
受
け
付
け
し
て

い
ま
す

募
集
訓
練
科
名（
定
員
）

多
賀
城
実
習
場

・�

電
気
・
情
報
通
信
工
事
科

　
（
15
人
）

・�

ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

　
（
18
人
）

・�

生
産
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
科（
30
人
）

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科（
18
人
）

・
住
宅
建
築
工
事
科（
5
人
）

訓
練
期
間
　
6
カ
月

　
平
成
31
年
1
月
8
日
㈫
～

　

�

平
成
31
年
7
月
2
日
㈫

受
講
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
な

ど
は
自
己
負
担
）

募
集
期
間

　
10
月
29
日
㈪
～
11
月
27
日
㈫

　
居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

を
通
じ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

入
所
選
考
日
　
12
月
11
日
㈫

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

　
訓
練
課　
多
賀
城
実
習
場

☎
0
2
2
―
3
6
2
―
2
4
5
4

集
募
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○放射性セシウム簡易測定結果
� （単位 : ベクレル /キログラム）

食品名 産地 測定値 測定日

コウタケ
（イノハナ）

久保間
上平

715.42
428.98 10月1日

サクラシメジ 久保間 1428.65 10月1日

ハタケシメジ 中山 12.48 10月2日

※�測定値とは、セシウム134とセシウム137の合計値となり、
検出下限値未満の場合は「検出せず」と表示されます。（検
出下限値は食品の種類や量によって異なります）
※�検出下限値とは、当該測定で検出できる最少の値です。
※�測定器は、ＥＭＦ211型ガンマ線スペクトロメータ（ＥＭ
Ｆジャパン株式会社製）を使用しています。

○放射性セシウムの基準値
� （単位 : ベクレル /キログラム）

食品群 飲料水 牛　乳 乳児用食品 一般食品

基準値 10 50 50 100

※�基準値とは、セシウム134とセシウム137の合計値です。

問�町民生活課�生活班　☎37-1112

放射能測定結果（食品など）
　町民が自家用として栽培、採取、飼育、捕獲
した農畜水産物などで、持ち込みにより簡易測
定を依頼された食品に係る測定結果の一部をお
知らせします。

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が発行されます

～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

　国民年金保険料は、所得税法および地方税法上、健
康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同
様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控
除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成30年1月から12月ま
でに納められた保険料の全額です。過去の年度分や追
納された保険料も含まれます。
　また、自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お
子さんなど）の負担すべき国民年金保険料を支払って
いる場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成30年中に納付した国民年金保険料につ
いて、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や
確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払っ
たことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成30年1月1日から10月1日までの
間に国民年金保険料を納付された方には、11月上旬
に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」が送られますので、申告書の提出の際には、
必ずこの証明書または領収証書を添付してください。
ただし、9月下旬から10月上旬にかけてコンビニエ
ンスストアで保険料を納付された一部の方は、11月
中旬に送付される予定になっていますので、ご承知願
います。
　また、平成30年10月2日から12月31日までの間
に、今年初めて国民年金保険料を納められた方へは、
翌年の2月上旬に送付される予定です。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につい
ての照会は、控除証明書のはがきに表示されている電
話番号にお問い合わせください。

保険料の納付に困ったら・・・
　国民年金第1号の被保険者は、毎月の保険料を納め
ていただく必要がありますが、所得が少ないなど経済
的に保険料を納めることが困難な人のために、免除な
どの制度があります。保険料を未納のままにしておく
と、老後の年金だけでなく、もしものときに支給され
る障害年金などが受けられない場合があります。納付
に困った場合は年金担当窓口または年金事務所で相談
してください。

■問�仙台南年金事務所　☎022-246-5114
　�町民生活課 窓口班　☎37-1112

　今月は、国民健康保険税（第5期）の納期限で
す。
　忘れずに、11月30日（金）までに納付をしま
しょう。
　納税は、安全・確実な口座振替が便利です。
今年度からこれまでの各金融機関やコンビニエ
ンスストアなどに加え、東北6県内のゆうちょ
銀行、郵便局の窓口で納付ができます。

■問�税務納税課 納税班　☎37-1114
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相談 健診等

12 月11 月

11月15日から12月14日まで

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23�� 30 24�� 31 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

◆人 権 相 談 11月15日（木）
人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじ
めなどの相談

◆生 活 相 談 11月21日（水）
生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩
みごと相談

◆青少年相談 11月22日（木）
青少年の非行防止のため、問題を抱える青
少年や親との相談

◆法 律 相 談 11月27日（火）
法律に関する相談

◆登 記 相 談 12月11日（火）
土地や建物の名義書き換えなど、登記に関
する相談

◆消費生活相談 12月12日（水）
商品の安全、品質または訪問販売・債務など
に関する相談

◆年 金 相 談 12月13日（木）
国民年金、厚生年金など、年金に関する相談
や労災・失業保険に関する相談

◆行政苦情相談 12月14日（金）
国や県、町などが行っている仕事に対する
要望や苦情相談

◆生活困窮者の自立に向けた相談� 12月12日（水）
仕事や生活上での悩みを抱えた方に対し、
就労や生活再建に向けた相談

◆生活保護の相談� 11月21日（水）・12月5日（水）
病気などで生活に困っている方に対し、生活保
護法に基づき生活を保障し、自分の力、または
ほかの方法で生活できるようになるための相談

◆健 康 相 談 11月19日（月）・12月3日（月）�13:30～ 16:00
生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関す
ることに、保健師・栄養士が相談に応じます。
場所　第1仮庁舎第2会議室・第3会議室
◆こころの健康相談 12月7日（金）�10:00～ 11:30�要予約
こころの悩みに伴う無気力や不眠など心身
の不調、認知症、アルコール関連相談など、
精神科医によるこころの相談を行っていま
す。詳しくは電話でお問い合わせください。

◆育 児 相 談 12月3日（月）10:00～ 11:30
子育ての不安や悩み、離乳食など、気になるこ
とについて、保健師・栄養士が相談に応じます。
場所　防災拠点・山下地域交流センター
　　　「つばめの杜ひだまりホール」
◆ヘルスチェックデー 11月19日（月）・12月3日（月）�13:30～ 16:00
血圧、体重、体脂肪率の測定ができます。継続
的に測定することで健康状態や身体の変化を
知ることができます。お気軽にご相談ください。
※活動量計をお持ちの方は、IDとパスワードをご持参ください。
場所　第1仮庁舎第2会議室・第3会議室の間

11月相談は防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさとおもだか館」、
12月相談は役場第1仮庁舎で実施します

※�いずれの相談も前日までに下記に予約してください。

■問�保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

場所　11月　ふるさとおもだか館会議室3（1階）� 時間　13：00～ 15：00
　　　12月　役場第1仮庁舎　1階相談室� 時間　13：00～ 15：00
� ■問�町民生活課 生活班　☎37-1112

場所�役場仮庁舎�第3相談室（1階）　時間 10：00～ 15：00� ■問�保健福祉課 福祉班　☎37-1113
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休日当番薬局

献 血

11/18
（日）

◆9：30～ 12：00
　13：00～ 15：00
　�山元町ふれあい産業祭
会場
　（こどもセンター前）

9月末現在【前月比】

世帯 4,724戸【△� 2戸】

男 6,103（32）人【△� 11人】

女 6,187（28）人【△� 8人】

合計 12,290（60）人【△� 19人】
出生� 1人� 転入� 25人
死亡� 14人� 転出� 31人
婚姻� 3件� △：減少

※ 上記（　）内は、うち外国人住民の値。

※�休日における当番医は、急患患者の医療業
務のみを目的として実施していますのでご
協力をお願いします。なお、休日当番医は変
更になることもありますので、新聞などで
確認の上、受診してください。

�

11/11
（日）

◆やべ内科クリニック
　☎34-3003（亘理町）
◆福澤歯科医院
　☎022-386-3611（名取市）
◆菊地歯科医院
　☎33-8960（山元町）
�

11/18
（日）

◆山形外科医院
　☎34-3171（亘理町）
◆星歯科医院
　☎022-384-7008（名取市）
�

11/23
（金・祝）

◆やまだクリニック
　☎23-1107（亘理町）
◆ライフタウン歯科クリニック
　☎022-386-1825（名取市）
◆あいタウン歯科クリニック
　☎23-6480（岩沼市）
�

11/25
（日）

◆亘理整形外科
　☎34-5303（亘理町）
◆高藤歯科医院
　☎22-2666（岩沼市）
�

12/2
（日）

◆浅生原クリニック
　☎23-0345（山元町）
◆櫻場デンタルクリニック
　☎022-383-8816（名取市）
◆小島歯科医院
　☎22-6480（岩沼市）
�

12/9
（日）

◆板橋胃腸科肛門科
　☎34-8911（亘理町）
◆たかとく歯科医院
　☎022-384-8841（名取市）

�

注）�疾患や年齢などによっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

やまもと健康だより
実施場所 防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
� 問�保健福祉課�健康推進班　☎37-1113

事業名 月　日 対象者等 受付時間

母
　
子
　
関
　
係

母子手帳交付 12月� �3日（月）

本町に住所のある妊婦
※�左記以外で交付を希望
される方は保健福祉課
健康推進班までお問い
合わせください。

9:30 ～
� 10:00

1歳1～2カ月健診 11月21日（水）平成29年9月� ～ 10月生まれ
12:30 ～
� 13:00

3～4カ月健診 12月� �5日（水）平成30年7月4日� ～ 9月5日生まれ
12:30 ～
� 13:00

1歳6～8カ月健診 12月14日（金）平成29年4月� ～ 6月生まれ
12:30 ～
� 13:00

�

11/10
（土）

◆（有）伊藤設備工業所
　☎37-2108

�

11/11
（日）
11/17
（土）

◆木村工事（株）
　☎37-2853

�

11/18
（日）
11/23
（金・祝）
11/24
（土）

◆（株）クリワダ
　☎37-0013

�

11/25
（日）
12/1
（土）

◆（有）佐藤設備
　☎37-4165

�

12/2
（日）
12/8
（土）

◆（有）針生設備工業
　☎37-2452

�

�

11/11
（日）

◆フレンド薬局吉田
☎34-5515（亘理町）

�

11/18
（日）

◆フジ調剤薬局
☎34-7092（亘理町）

�

11/23
（金・祝）

◆クラウド調剤薬局亘理店
☎34-6627（亘理町）

�

11/25
（日）

◆クオール薬局岩沼西店
☎25-2866（岩沼市）

�

12/2
（日）

◆つばめ薬局
☎35-6030（山元町）

�

12/9
（日）

◆もみのき薬局
☎34-2140（亘理町）

�

（自家用車・タクシーなどで来られる方対象）
　受付専用電話に連絡し、症状その他
の状況を伝え、受診可能かどうか問い
合わせの上、受診してください。
診 療場所　総合南東北病院1階（夜
間のみ開設）
　岩沼市里の杜1-2-5
受 診方法　受付専用番号に問い合
わせの上、受診してください。

受 付時間　平日（祝日・年末年始除
く）19：00～ 21：30

受付専用電話　070-6635-9454

平日夜間初期救急外来

診療時間 9：00～ 17：00
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